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はじめに 

この報告書は，平成 27 年度一般研究助成「玉川上水・分水網の構成と関連遺構に関

する調査」の結果をまとめたものである． 

本調査は，玉川上水・分水網の構成と関連する遺構の整理と同時に，地域の研究者・

市民(団体)などと連携し“玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ”を目標とした活

動に対し，基礎的な情報を提供することを目的としている． 

平成 27 年 5 月 29 日に玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会(代表田畑貞

寿・千葉大学名誉教授)が第 1 回シンポジウムにおいて本調査による情報を提供した． 

その後，平成 27 年度に開催された次のシンポジウム等の主催団体が相互に連絡を取

り合い，活動の方針について調整を図った． 

・玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会(代表田畑貞寿・千葉大学名誉教授) 

・水循環都市東京シンポジウム実行委員会(総括実行委員長 山田正 中央大学教授) 

・東京の水文化を守るフォーラム実行委員会(国際ロータリ―クラブ広報委員長天野彰) 

・玉川上水ネット（代表 柴 俊男） 

この結果，同年 12 月に 4 団体連名で「玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ 武

蔵野台地に刻まれた水と緑の回廊の保全・再生に関する要望書」を関係機関（国土交通

大臣，環境大臣，農林水産大臣，文化庁，東京都知事）へ提出した． 

 玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会第 1 回シンポジウムの配布資料およ

び要望書と提出団体などの概要を巻末資料に添付したので参照いただきたい．さらに

「第 1 回シンポジウムの記録」は別冊で印刷製本し関係者へ配布している． 

この 4 団体が連携した活動は，平成 28 年度も継続することされ，本研究もこの活動

にあわせ情報提供をすることを予定している． 

 

なお，本調査・研究は次のメンバーからなる玉川上水域研究会を組織し実施した． 

 

玉川上水域研究会  代表       辻野 五郎丸(中央大学兼任講師） 

          相談役      田畑 貞壽(千葉大学名誉教授) 

          相談役(地理情報) 布施 孝志(東京大学准教授) 

総括指導     谷下 雅義(中央大学理工学部教授) 

          情報整理・統括  大野 暁彦(中央大学理工学部助教） 

          調査整理     西 真理(中央大学理工学部 4 年) 

          調査整理     石原 和嗣(中央大学理工学部 4 年)
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1．研究の背景と目的 

1‐1 研究の背景 

（1）玉川上水・分水網の概況 

玉川上水は，江戸時代初期に多摩川の羽村で取水し江戸市街地の外縁に位置する四

谷大木戸まで武蔵野台地の尾根筋を伝い約 43 ㎞を開削した上水道の幹線水路である，  

四谷大木戸からは埋設により，江戸城，江戸市街地の主に南東部の地域に上水を供

給した．また，正徳年間（1711～1715）には，武蔵野台地上に 33 の分水路が開削さ

れ，生活用水・灌漑用水の供給により新田開発等に大きく貢献した．この玉川上水・

分水網の構成は明治時代以降も東京の近代的水道整備とも共存しながら，昭和 30 年

代後半まで維持されてきた． 

一方，昭和 30 年代（1955）頃から，産業・人口の集中による水需要の増加に対し

主に多摩川水系に依存していた東京の水道供給が追いつかず，また隅田川の水質悪化

等も重なり環境対策が必要となるなど，大規模な水供給システムの再編が不可欠とな

った．特に前回の東京オリンピック開催年の夏には大規模な渇水が発生し，利根川･

荒川等の水源を含む広域的な水資源システムへの再編が喫緊の課題とされた．  

そこで，昭和 36 年（1961）には水資源開発促進法に基づく「利根川水系及び荒川

水系における水資源開発計画」が策定され，利根川・荒川水系からの水資源供給を基

本とした東京の水道システムの再編成が行われた．新しい水道システムは，新たに利

根川・荒川水系から導水された原水を原水連絡管で東村山浄水場をまで導き，両水系

の原水を大規模にかつ効率的に運用を図るものであった．これに伴い，玉川上水は従

前の通り多摩川から取水された原水を小平監視所まで導き，そこから全量を村山貯水

池・東村山浄水場へ送ることとされた．これに伴い，昭和 40 年（1965）には小平監

視所下流への通水を停止，新宿の淀橋浄水場も廃止され，小平監視所下流の水道施設

として機能は失われ，承応 3 年（1630）に開削された玉川上水の 335 年にわたる姿

は大きく変貌することとなった． 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 利根川と多摩川との連絡 

(東京都水道局ホームページより) 
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（2）昭和 40 年以降の玉川上水・分水網を取り巻く状況 

 小平監視所下流への通水停止以降の玉川上水と周辺の環境を巡る主な動きを表

1-1 に整理した．この表からも解るように水道原水が流れなくなった玉川上水の幹

線水路は，大都市 東京の郊外から都市へつなぐ歴史文化・生生態系・水と緑の環

境の回廊としてまた新たな使命を担う方向に転換した． 

   一方，分水については野火止用水，千川上水の一部区間について玉川上水本線と 

  同じような評価を受け保全措置が講じられてきた．しかしながら，他の分水につい 

  ては，土地について国有とされ転用にも一定の歯止めがかかっていたが，平 

成 11 年（1999）に地方分権の促進の方針から国有財産（里道・水路）が市町村へ 

の移譲措置が取られたこともあり，市・区間をまたがる分水網の保全対策等より 

より困難となる状況へと転換した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-1 昭和 40 年以降の 

主な玉川上水の保全活動 

 

■玉川上水・分水網保全・再生関連年表 

（大正 13年小金井（サクラ）国名勝指定） 

昭和 40年淀橋浄水場廃止（羽村-小平監視所まで通水） 

昭和 48年野火止用水歴史環境保全地域指定 

昭和 59年野火止用水清流復活事業 

昭和 60年千川上水清流復活事業 

昭和 61年玉川上水清流復活事業 

平成元年東京都清流復活全体計画 

    （平成 6年 TAMA らいふ 21） 

平成 11年国有財産（里道・水路）の市町村への移譲 

平成 11年玉川上水歴史環境保全地域指定 

平成 11年東京都水循環マスタープラン 

平成 12年緑の東京計画 

平成 14年東京都環境基本計画（新） 

平成 15年玉川上水 国史跡指定 

平成 16年文化財法改正（重要文化的景観制度の創設） 

平成 19 年史跡玉川上水保存管理計画 

平成 21年史跡玉川上水整備活用計画 

平成 23年東京都景観計画（玉川上水景観軸） 

（平成 24年玉川上水サミット・中流域) 

平成 27玉川上水緑道マネージメントプラン 

 

（ゴシック：国関係，明朝：東京都関係） 
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玉川上水・分水網は昭和 40 年（1965）の小平監視所下流への通水停止以降，評価の

基準は水利システムから環境資産へと大きく変容する．また，玉川上水本線については

土地所有権が東京都に帰属することが確定したことなどもあり，平成 15 年（2003）に

本線の開水路区間は国指定と史跡に指定された．さらに，平成 25 年（2013）に玉川上

水開削 360 年を迎え，市民側では関連市民団体が集まり玉川上水ネットを結成．中流部

の自治体では小平市制 60 周年を記念し玉川上水サミットが開催される等，その自然・

歴史文化的価値を再評価する動きが顕著となり世界遺産へという提案もなされた． 

一方，東京都心部では玉川上水の通水停止等により日本橋川やお濠の水質は徐々に

悪化傾向をたどることになる．これに対し，平成 20 年（2008）には地元の企業主を

中心とした NPO 法人日本橋川・神田川に清流をよみがえらせる会等が発足，活発に

活動を始める．また，お濠でも平成 7 年（1995）に環境庁が浄化施設を整備するなど

本格的な浄化対策に取り組みを始める．こうした中で 2020 年東京オリンピック・パ

ラリンピック開催を契機として玉川上水・分水網の自然・歴史文化的価値の再評価と

世界遺産へさらに，都心部の水環境の改善および災害時の緊急水利確保のために河川

水を再び通水すべきとの動きが顕著となってきた（表 1‐2 参照）． 

 

 

 

 

 

 

1－2 研究の目的 

本研究では，こうして動きに呼応して，次の 3 点を目的として実施した． 

➀既存の調査等を基本に玉川上水・分水網に関する情報をデジタル化することにより

文化財としての評価，水路の現状を認識するための「情報プラットフォーム」構築

すること． 

②玉川上水に関連して形成された主な分水路網，関連文化財，文化財，公園・樹林地

など整理，玉川上水・分水路ごとに活動している市民（団体）に提供，地域の詳細

情報のデータベースを作成すること． 

③これらを通じて，玉川上水・分水網の特性を整理，共有化することにより，自然・

歴史文化資産および水循環機構の保全・再生に寄与すること． 

平成 23 年 玉川上水ネット結成(市民団体) 

平成 24 年 玉川上水サミット（中流域市区長） 

羽村堰（土木学会選奨土木遺産） 

平成 25 年 玉川上水開削 360 年記念シンポジウム（玉川上水ネット） 

平成 26 年 玉川上水ネットリレーウォーク（玉川上水ネット） 

平成 26 年 水循環基本法制定平成 

平成 27 年 水循環都市東京シンポジウム(5 大学)  

平成 27年 東京の水循環を守るフォーラム (国際ロータリークラブ) 

平成 27 年 玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へシンポジウム

（玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会） 

表 1‐2  

近年の玉川

上水・分水網

を巡る動向 
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2．玉川上水・分水網の概要 

2－1.玉川上水・分水網調査の枠組 

  玉川上水・分水網は，江戸初期の承応 3 年（1654）に多摩川の羽村堰から取水

し，四谷大木戸まで約 43 ㎞の水路を開削し江戸市中に配水した江戸市街の基幹的な

水路である．また，寛政 3 年(1791)に作成された「上水記」には 33 の分水路が設け

られ，武蔵野台地の新田開発に大きく寄与したことが記載されている．さらに，こ

の分水路の流末は自然河川の流頭等に導かれ，中小河川の助水として沿岸に広がる

水田の灌漑用水（養水）また，一部地域では農村マニファクチャ―を支える水車の

動力としても活用されていた． 

  特に，玉川上水・分水路は浸透係数が高い関東ローム層で覆われた武蔵野台地の

地表に土水路として開削・維持されたため，地下への浸透量が多く，地下浸透によ

り田・崖線への湧水の水源としての役割を持つことが大きな特徴であることが指摘

されている1． 

  一方，かつての原野といわれていた武蔵野台地に導水された玉川上水・分水網は

直接には地表水，地下水により台地上に豊かな畑・樹林を育み，砂塵の撒き上がり

の抑制なども相俟って，蒸発散を通じて気候の安定化に寄与してきたと見ることが

できる．このような玉川上水・分水網の特徴を水循環という視点から見ると大きく

次の 5 つの側面に整理される． 

 ➀羽村堰から四谷大木戸まで武蔵野台地の脊梁を、開水路により自然流下させた完

幹線水路．四谷大木戸から先は埋設管で江戸市中に配水した水道施設と井戸のネ

ットワーク． 

 ②江戸市街地水道の余水などによる，お濠，渋谷川・神田川・日本橋川等の江戸・

東京に下町の河川・水辺環境の安定化． 

 ③武蔵野台地の玉川上水から 2 次，3 次に分水され農業や暮らしを支えてきた灌

漑・生活用水路．  

 ④さらに，分水路の流末は台地を開析した中小河川の灌漑用水の供給． 

 ⑤浸地下水の涵養を通じて台地・低地を繋ぐ広大な水循環機構の形成． 

   

これらの武蔵野台地・下町全体を包み込む大きな水循環システムの形成により水と

緑の豊かな自然生態系の形成を背景に，武蔵野および下町に通底する水文化が育まれ

てきたと見ることができる．本論では，このような広大な玉川上水・分水網の広がり

のうち，武蔵野台地の開削された玉川上水・分水路とその直接的な影響範囲を狭義の 

                                                   

1  日本河川開発調査会「多摩川の水利開発と水利調整に関する研究」昭和 59 年 1 月  

とうきゅう環境浄化財団 Ｐ６  
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“玉川上水・分水網”として捉え，直接の対象域としてとり扱う．さらに，水道，

低地の中小河川の灌漑、地下浸透，蒸発散等については広義の“玉川上水・分水網”

として必要に応じ言及する． 

 

2－2 玉川上水と分水網の基礎図作成 

明治時代以降，玉川上水・分水網の管理が分水毎にわかれていたために，近代的な測

量に基づく玉川上水・分水網を維持管理するための全体の図面は作成されていない．玉

川上水・分水網を一体的にとらえるためには，一体的に捉え維持管理するための新たな

視点・主体と，それを可能とする台地に穿たれた細かい水路を表わしている詳細な測量

図面が不可欠となる．こうした意味で，玉川上水・分水網の管理評価のための新たな図

面作製は，玉川上水・分水網の水利システムから環境資源評価への転換と市街地の拡大

と農地の保全等を制御するための 2500 分の 1 の都市計画図(市街地図)作成の２つの条

件がそろう昭和 40 年代に初めて可能となった．   

 昭和 40 年代，郊外部への急激な市街地化の進展ともなって，玉川上水・分水網のみ

ならず，周辺の緑も含め市街地化に伴う造成等により改廃の危機に瀕していた．この中

で，都市の中の重要な自然の構成要素として玉川上水・分水網を残すべきはないかとの

議論が活発に行われてきた．また，近郊の市街地を適切に誘導するために都市計画法の

改正が行われ，同時に東京都全域の市街地図（2 千 5 百分の 1）が作成された．このよ

うな時代背景の中で，1970 年代に田畑等によって玉川上水・分水網等と緑との関連な

どの解析作業が進められた（図 2‐1，2 参照）． 

この一連の作業の中で，2 千 5 百分の 1 市街地図をベースとした玉川上水・分水網図

（5 千分の 1・金井・志田）が作成された（図 2‐2 参照）．この図はまだ水路の改廃が

進む以前の昭和 46 年～昭和 49 年の市街地図を使用しているために，多くの分水路が

直接捉えられていること．さらに，当時版権などの関係から一般に流通するようになっ

た明治中期陸地測量部測量 2 万分の 1 迅速測図等により，明治以降に改廃された分水

路などについても水路網も補足されている． 

この図面は手書きの作業図であるため，本年度の調査の中で 2015 年度の東京都 GIS 

デジタルデータとして再整理し、玉川上水・分水網基礎図を作成した（図 2－3 参照）． 

その後，東京都緑のマスタープランの策定，野火止用水・玉川上水の清流復活，玉川

上水の国の史跡指定などに伴い東京都，関連自治体でも玉川上水・分水網の詳細な調査

が進められた．主な調査と作成された玉川上水・分水網の図面は表 2－1 に示すとおり

である． 

これらの図と玉川上水・分水網の基礎図を照合し，玉川上水・分水網基本図（明治中

期）を作成した．作成の手順を図 2－3 に示した． 
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図 2－1 1970 年代の玉川上水・分水網と緑地の解析事例（1） 

「水田分布と用水（神田川流域） ＮＳ研究会「都市社会と自然地」昭和 52 年 3 月 

（財）都市防災美化協会（社）日本造園学会 

図 2－2 1970 年代の玉川上水・分水網と緑地の解析事例（2） 

「屋敷林・緑の大来住宅地と玉川上水」 

    ＮＳ研究会 同上 



7 

 

表 2－1 主な分水路の調査図面 

  

名称 図面名称 発行年 発行者 摘要 

世田谷の河川と用

水 

玉川上水から分水した品川

用水他 

昭 和 52

年 

世田谷区 図 2－6 

～10 

みどりと水の練馬 千川上水系図 

田柄用水と関連水路系統図 

平成元年 練馬区 図 2－11 

～12 

小平市用水路活用

計画 

用水路位置図及び流水現況

図 

平成 7 年 小平市 図 2－13 

玉川上水文化財調

査報告 

玉川上水中流部の分水路概

略図 

平成 7 年 東 京 都 教

育委員会 

図 2－14 

連続市民講座講演

集 

玉川上水関連地勢図 平 成 19

年 

小 平 ユ ネ

スコ協会 

図 2－15 

野火止用水・平林

寺の文化的景観保

存計画 

重要文化的景観の区域と重

要な構成要素 

平 成 24

年 

新座市 図 2－16 

2500 分 1 地形図 
昭和 46 年～昭和 49 年測図 
東京都都市計画協議会 

5000 分 1 地形図(手書き) 
玉川上水・分水網図（図 2－4） 
地域計画研究室（金井・志田） 

2500 分 1 玉川上水・分水網基本図
図（明治中期） 
平成 25 年測図 GIS デジタル地図 
東京都都市計画協議会（図 2－5） 

第 1 管区地方 2 万分 1 迅速測図 
明治 18 年～明治 33 年 
陸地測量部参謀本部陸軍部測量局 

自治体による分水網調査 

(ルート，分水名) 表 2－1 参照 

図 2－3 2500 分 1 玉川上水・分水網基本図図（明治中期）作成手順 
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3．玉川上水・分水網の形成過程とその特徴 

3－1．江戸時代中期までの形成過程のあらまし 

玉川上水・分水網の地理的な広がりを一体的に捉えている最も古い時期の図面として

「正徳末頃ノ上水図 千川善蔵所蔵（東京市史稿上水編第 1 巻所収）」（図 3―1 参照）

がある．この図面は，江戸幕府が玉川上水を開削後，主要な分水路を分ちいわゆる前期

新田開発が進んだ段階での玉川上水，分水路，江戸市街地への水道の基本的な構造を最

もよく示している． 

 一方，江戸時代の玉川上水・分水網の状況を最も詳しく伝えている資料としては普請

奉行上水方道方石野遠江守広道が天明 8 年（1788）～寛政 3 年（1791）に完成した「上

水記」がある． 

 江戸幕府は，享保 7 年（1722）に新田開発令を出し，同時に青山・本所・三田・千川

上水を廃止するなど．新田開発とともに水利システムを大きく変革した享保の改革を進

める．前記の「正徳末頃ノ上水図」は正徳ノ頃(1711～1714)とされ，玉川上水開削から

約 80 年後で，上水記は享保の改革後約 70 年後の江戸中期の新田開発後の様子が書き

留められている．この 2 つの資料を使いながら玉川上水・分水網の形成過程を見ること

とする． 
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3-2．江戸時代中期までの段階的な整備過程 

(1)玉川上水開削時の様子 

 玉川上水の開削の経緯については「上水記」による次の記述が流布されている．『玉

川上水の開削は町奉行神尾備前守の命に応じ，玉川庄右衛門，清右衛門が調査・計画し，

承応元年（1652）に「上水道堀御普請早々取縣候様被為仰付」とされた．さらに，松平

伊豆守信綱を総奉行に伊奈半十郎忠治を多摩水道奉行に任じ，承応 2 年（1653）に着

工，翌年には竣工した (多摩川誌第４編利水第 2 章から一部要約)』 ． 

これに対し，昭和 17 年（1942）に江戸学の泰斗，三田村鳶魚は大河内家所蔵文書か

ら享保 3 年（1803）に書かれた「「玉川上水掘割之起発並野火留村引き取分水口訳薯」

を発見し，玉川上水の開設の経緯について訂正すべきとの次の説を展開した．『玉川兄

弟による玉川上水の開削は 2 度に渡り失敗したため，松平伊豆守信綱は家臣安松金右衛

門に命じ，新たに設計し成功に導いた．さらに，承応 2 年（1653）にその功績により信

綱は玉川上水の水量 3 分の 1 を幕府から賜り，野火留（伊豆殿堀）を新河岸川まで開削

した（三田村鳶魚著「玉川上水の建設者 安松金右衛門」昭和 17 年）． 

現在では，玉川上水・野火止分水の開発時の詳細な経緯は不明であるが，ほぼ同時期

に竣工したことがほぼ通説となっている（「多摩川誌」前出等）．玉川上水の竣工時の 2

つルートを玉川上水・分水網の基本図から抽出してみると図 3－2 となる．この図から

水路の延長・起終点の高さ・勾配を整理すると表 3－1 となる． 

この表から，玉川上水は約 2.2‰, 野火止用水は約 4.4‰とやや急な勾配で開削さてい

ることがわかる．また，この図からは，四谷大木戸の江戸市街へ水道を敷設するために

必要な標高を確保しうる地点と新河岸川を伊呂波樋で渡り宗岡に達するために必要な

標高・勾配の確保さらに，多摩川沿岸から小川分水地点までの標高・勾配は玉川上水・

野火止用水の 2 ルートの開削が当初から意図されていたのではないかと推測される． 

さらに，野火止用水の新河岸川を渡る伊呂波樋の竣工は寛文 2 年（1662），川越運河

の舟運が始まるのが正保元年（1649），伊呂波樋下流の新倉で荒川を分岐した川が「新

河岸川」と呼ばれるようになるのが承応 2 年(1653)以降とされ，年代的にも近接してお

り，一連の工事との関連も注目される． 

小川地点を基点とした，羽村堰を取り巻く羽用水等との関連を含めた歴史地理的な条

件，伊呂波樋と新河岸川の舟運，宗岡の囲堤と新田開発等の一連の開発事業さらに，四

谷大木戸地点の地理的な条件と神田上水との役割分担等の相互の関連については引き

続き，調査を試みたいと考えている． 

 いずれにしろ，玉川上水の水利的な骨格は玉川上水・野火留用水の 2 つの水路で形成

されていること．江戸への上水供給を主目的としながらも，当初より武蔵野台地の開墾

（新田開発），低地水田への灌漑用水供給を目的に含んでいたことに注目しておきたい． 
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表 3－1 玉川上水・野火止用水の流路長・勾配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 区間 標高（m） 高低差（m） 距離（m） 勾配 摘要

玉川上水 羽村堰 126.0

28.0 12600 0.0022

小川 98.0

64 30400 0.0021

四谷大木戸 34.0

全区間 92.0 43000 0.0021

野火留用水 小川 98.0

88 20000 0.0044

新河岸川右岸 10.0

 

図 3－2 野火止用水と伊呂波樋・宗岡囲堤・新河岸川舟運（辻野作図） 
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（2）正徳年間頃までの玉川上水と分水網 

 「上水記」に記載されている分水路については蓑田猪吉氏によって分水表（表 3‐2）

として整理されている． 

この分水表に示される願済の年代と「正徳末頃ノ上水図」の表記とを対比しながら分

水網の整備年代を整理した（表 3‐3，図 3－5 参照）． 

玉川上水・野火留用水が承応年代に整備された直後， 

・明暦年代（1655～1657）：砂川分水・小川分水・国分寺分水 

・寛文年代（「1661～1669）：品川用水 

の 4 水路が整備される． 

その後， 

・正徳年代（1711～1715）：拝島分水・田無分水・下小金井分水・千川上水・烏山分水・

上北沢分水 

の 6 分水が整備される． 

一方，分水の命名の方法を見ると，次の 3 つのタイプに区分される． 

・村筋上水：拝島村，砂川村，国分寺村，小金井村，田無村(5 水路） 

・新田上水筋：小川新田，境新田(2 水路) 

・上水，用水：野火留用水，千川上水，品川戸越用水筋，三田上水 

この命名方式からは，この時代の分水路は、旧集落(親村)との関連が強いこと，規模

の大きな 4 分水路が単独で整備されていることなどが見えてくる． 

これらから，享保の改革以前に主要な玉川上水・分水網の骨格が形成され．さらに，

旧集落との関連および、玉川上水中流域の武蔵野の中心となる開墾集落（新田集落）が

形成されたと見ることができる． 

 分水による新しい集落の形成の様子を「新編辺武蔵風土記稿・多磨郡」の青梅街道沿 

い集落は玉川上水開削以前の正和年間（1644～集 1647）には，田無町から熊川村まで

見られなかった．玉川上水から半世紀たった元禄年間（1688～1703）には上流から村

山村からの分村‐石畑村・殿ヶ谷村・岸村，砂川新田・小川新田・小金井村の分村‐上

小金井村・下小金井村、野川村，野崎村，さらに田無村の下流に境新田村、関前新田，

北野村，連雀前新田，西窪村，連雀新田，中仙川村など多くの集落が形成されていた． 

  

なお，これまでの分水路の調査では，各村々の開発と分水の開削の過程は親村との関

連など，地域の条件によって大きく異なることが報告されている．これらの地域的特殊

性については，分水路毎に武蔵野史談会等の地域史に詳しい市民(団体)と協働しながら，

現地での情報の発掘等を進め共有化に努めたいと考えている
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表 3－3 開設年代別分水路表 
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図 3－6 多磨郡の集落・正和年間（1644～1651）（「新編辺武蔵風土記稿・多磨郡」） 

 

図 3―7 多磨郡の集落・元禄年間（1688～1703）(同上) 
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（3）寛文 3 年頃までの分水路 

 「上水記」に示される 33 の分水を年代別にすべて記載すると図 3－8 となる．この図

から改めて玉川上水が東西の上下流を貫く幹線水路，野火止用水が南北の最上流に位置

する分水路となり，玉川上水・分水網の基幹的な構造を作り出していることがわかる． 

その後、正徳年間までに 10 本の分水路が開削され，基本的な分水路の骨格が形成さ

れる．さらに，享保時代の新田開発令に伴い分水路網間に細分する形で新田開発が進み，

武蔵野台地全体に網目状に広がる新田開発のネットワークが形成された様子が見えて

くる． 

ただし，分水路からの 2 次，3 次分水時期は，この図からは不明であり今後，江戸後

期の情報、市民との現地での聞き取りなどにより，できるだけ解明したいと考えている．  

 一方，新田開発は町奉行の下，江戸市街地から寺社の移転，跡地の整備等，江戸市街

地の再整備等とも密接に関係していると考えられ，今後，新田への入植状況等との関連

について情報を整理したいと考えている． 
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3－3．玉川上水・分水網の水利目的 

 玉川上水・分水網の水利目的については「上水記」(寛政 3 年）では，“呑”（上水）を

金子，“田”(灌漑用水)を米で徴収することとされ，その金額と石高を示している．この

区分と「玉川上水記」（文化 4 年）の“呑”（上水），“田”(灌漑用水)から玉川上水・分

水網の水利目的を整理すると表 3‐4，図 3‐13 となる． 

 呑，田と，呑・田（多目的）として整理すると，呑が 10 分水と最も多く，多目的が

8 分水，田は 5 分水のみとなり，全体としては呑の水利が半数以上を占め，上水として

の利用目的が卓越している（図 3－9 参照）． 

 一方、水利目的を玉川上水の南側（右支川），北側（左支川）に分けてみると，田(灌

漑)のみとしている分水と多目的としているのは南側（右支川）に多く、灌漑利用に偏っ

ている（図 3－10 参照）．これは，玉川上水が武蔵野台地を覆う武蔵野段丘面のＭ１面

（約 8 万年前）とＭ2 面(約 6 万年前)の境界部を流れ，年代の新しい南側のＭ2 面が細

長く幅も狭いだけでなく，ローム層厚も薄く比較的上水水に恵まれていることを反映し

た結果とみることができる（図 3－11，⒓参照）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－9 分水網の水利目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－10 分水方向別水利目的 
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表 3－4 分水の水利目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

金（両） 米 呑 田
玉川上水 「上水記」
野火留村 ○ ○ 寛政3年（1791）

右 砂川村 1 ○ 「玉川上水誌」

左 小川村(小川新田） 1 ○ 文化4年（1807）

右 国分寺村 1.5..0

右 品川用水

右 拝島村分水 1 ○

左 田無村 1 ○

右 下小金井村 (小金井村） 1 1.0.8 ○

左 千川用水 （千川上水） 4.1

右 烏山村 7.2.0 ○

右 上北沢村 (北沢村） 4.0.0

左 殿ヶ谷新田 ○

右 柴崎村　 ○ ○

右 平兵衛新田

右 中藤新田

右 南野中榎戸新田

右 鈴木新田 ○

左 大沼田新田 ○ ○

左 野中新田 ○

左 鈴木新田 ○

左 関野新田

右 下小金井新田 ○ ○

右 梶野新田 ○

右 境村 1 ○

右 無礼村 3.0.4 ○

左 下高井戸村 0.6.8 ○

左 幡ヶ谷村 3.7.0

右 三田用水 ○

左 神田上水助水

右 原宿村 0..6.9 ○

右 千駄ヶ谷戸田因幡守抱屋敷

右 四谷内藤新宿内藤大和守下屋敷

右 四谷内藤新宿内田安下屋敷 0.5.4

摘要区分 分水名
上水記 玉川上水誌

左水路 右水路 計

呑 5 5 10

田 1 4 5

多目的 3 5 8

不明 4 4 8

計 13 18 31

屋敷への引き込みは除外

千川上水は多目的に編入
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図 3－11 武蔵野台南東部の

谷の発達と湧水池の分布 

中村和郎他「日本の自然・関

東」岩波書店 1994.6 

玉川上水ルート加筆 

図 3－12 小金井を通る武蔵

野の南北断面 

貝塚爽平「東京の自然史」 

紀伊国屋新書 1964.10 
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3－4 玉川上水・分水網形成過程のまとめ 

明治中期の玉川上水・分水網図を基本に，江戸時代の歴史資料から玉川上水・分

水網の形成過程を整理した結果，概ね次のようなことがわかった． 

➀玉川上水と野火留用水 

 現在では．玉川上水と野火留用水はほぼ同時期に開削されたこと，また玉川上水を基

軸として野火留用水が開削された．ただし，野火留用水と新河岸川舟運とは連動して

いない（三田村鳶魚著「玉川上水の建設者 安松金加奈座衛門右衛門」川越運河）と

いう説もある．しかし，野火留用水と武蔵野台地の名残の段丘といわれている平林寺

との関連，新河岸川と宗岡の輪中・伊呂波樋の到達点標高等を見ると，玉川上水が基

軸というよりも，玉川上水開削の当初から野火留用水の開削・ルートが組み込まれ，

羽村堰・小川の分岐点が選定されたのではないかと推論される．これらから，野火留

用水を分岐する小川の地点は，玉川上水・分水網全体の要と捉えることができる． 

②玉川上水・分水網の水利目的 

 玉川上水と野火止用水が同じ時期に一体的に計画，開削されたとすると，玉川上水の

水利目的は江戸市街への上水供給が主目的だとしても，開削当初の目的に武蔵野台地

の開拓のための用水（呑･田用水）と低地への灌漑用水の供給が内包されていたとい

える． 

③分水網の開発と武蔵野村落の発展 

 玉川上水開削の直後には水路の拡幅工事が進み，分水の開削，新田開発，低地への灌

漑用水の補給を目的とした分水の開発が進み，玉川上水・分水網の骨格が形成される．

これらの多くは武蔵野旧集落の関係者あるいは，水路整備に従事した人々が定着した

例も見られ，旧集落との関連を保ちながら開発されたことに特徴がある． 

④享保の新田開発と分水路 

 玉川上水、旧集落と関連を持ちながら開削された骨格となる分水路整備が一段落した

享保７年（1722）の新田開発が始まる．これらの新田開発は，すでに開削された骨格

となる分水路の間に細分水路を開削，新しい集落が形成される． 

⑤玉川上水・分水路の重層的構造 

 玉川上水・分水網は小川を起点とする玉川上水と野火止用水の基本ルートの設定，旧

集落と関連した骨格となる分水路さらに，骨格となる分水路間の新田開発の三つの層

が重層して形成されている． 

 

 玉川上水・分水網はこうして歴史的な形成過程、集落との関係を基本としながら，

分水網の水利的な条件，立地、地理的特性等に応じ,水車稼働による農村マニファクチ

ャ―的利用，工業用水の転用等あるは改廃など分水路の特性に応じた多様な道筋をた

どることとなる． 
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4．玉川上水・分水網と関連文化財 

4－1．玉川上水・分水網関連文化財の整理 

（1）指定・登録文化財 

玉川上水・分水網に関連する国，東京都・埼玉県，市・区ごとに既に指定・登録され

ている文化財を抽出，その位置，指定内容などをネットで検索し整理した．（表 4－1）．

また，各々の文化財は玉川上水・分水網基本図に分布を整理した（図 4－2）． 

抽出された文化財は，土木学会推奨遺産までを含めると全部で 50 件抽出された．そ

の内訳は，国指定史跡が 8 件さらに，都指定文化財が 9 件，埼玉県指定文化財が 2 件の

計 19 件あり，これらが広域的なエリヤでの玉川上水・分水網の文化財として見た場合

の核となる歴史資産として位置づけることができる（表 4－2）． 

 

表 4－2 玉川上水・分水網に関連する主な文化財 

 

 

 

 

 

 

 

区分 名称 玉川上水関連水系 指定年月日

小金井(サクラ） 玉川上水 大正13年12月

小石川後楽園 神田上水 昭和27年3月

六義園 千川上水 昭和28年3月

江戸城外堀跡 玉川上水 昭和31年3月

玉川上水 玉川上水 平成15年8月

殿ヶ谷戸庭園 (随冝園 ） 国分寺分水 平成23年9月

小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡） 千川上水 平成24年7月

下野谷遺跡 千川上水 平成27年3月

石川酒造（本蔵、新蔵、向蔵、雑蔵、長屋門、文庫蔵） 熊川分水 平成16年2月

田村酒造（酒造蔵、前蔵、雑蔵、旧水車小屋及び脇蔵） 熊川分水 平成25年12月

田村酒造（石垣） 熊川分水 平成25年12月

土木学会推奨遺産 羽村堰 玉川上水 平成26年11月

まいまいず井戸 玉川上水 昭和27年11月

羽村橋のケヤキ 羽村堰 昭和40年11月

鈴木遺跡 鈴木用水 平成24年3月

井の頭池遺跡群 玉川上水 昭和54年3月

井の頭池(神田上水水源 地) 玉川上水 大正14年5月

武蔵野（野川流域）の水車経営農家（付　水車関係記録） 国分寺村用水 平成10年3月

真姿の池湧水群 国分寺村用水 平成10年3月

水道碑記 玉川上水 昭和5年12月

四谷大木戸碑 玉川上水 平成９年３月

野火止用水 野火止用水 昭和19年3月

平林寺林泉境内 野火止用水 昭和43年5月

東京都市部 羽村堰陣屋跡、柴崎分水等17件

　　　　区部 神田上水取水口大洗堰等3件

埼玉県市部 いろは樋（野火止用水）1件

国指定史跡

国登録文化財

東京都指定文化
財

埼玉県指定文化
財
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リ
ス

ト

№
指

定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

1
国

指
定

小
金

井
(サ

ク
ラ

）
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物

名
勝

大
正

1
3
年

1
2
月

小
平

市
・
小

金
井

市
・
西

東
京

市
・
武

蔵
野

市
(両

岸
）

玉
川

上
水

元
文

2
年

（
1
7
3
7
年

徳
川

吉
宗

の
時

代
）

、
幕

府
の

命
に

よ
り

、
府

中
押

立
村

名
主

の
川

崎
右

衛
門

が
吉

野
や

桜
川

か
ら

山
桜

の
名

品
を

取
り

寄
せ

、
農

民
た

ち
が

協
力

し
て

植
樹

。
文

化
～

天
保

年
間

（
1
8
0
4
～

1
8
4
4
年

）
、

多
く

の
文

人
墨

客
が

観
桜

に
訪

れ
る

。
『

江
戸

名
所

図
会

』
や

広
重

の
錦

絵
に

描
か

れ
、

庶
民

の
間

に
も

有
名

に
な

る

2
国

指
定

小
石

川
後

楽
園

史
跡

名
勝

天
然

記
念

物
特

別
史

跡
特

別
名

勝
昭

和
2
7
年

3
月

文
京

区
神

田
上

水

江
戸

時
代

初
期

、
寛

永
6
年

（
1
6
2
9
年

）
に

水
戸

徳
川

家
の

祖
で

あ
る

頼
房

が
、

江
戸

の
上

屋
敷

の

庭
園

と
し

て
造

っ
た

も
の

で
、

二
代

藩
主

の
光

圀
（

み
つ

く
に

）
の

代
に

完
成

し
た

庭
園

で
す

。
こ

の
地

は
小

石
川

台
地

の
先

端
に

あ
り

、
神

田
上

水
の

分
流

を
引

き
入

れ
築

邸
さ

れ
ま

し
た

。
ま

た
光

圀
の

儒
学

思
想

の
下

に
作

庭
さ

れ
て

い
ま

す
。

3
5
.7

0
5
3

1
3
9
.7

4
9
4

3
国

指
定

六
義

園
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物

特
別

名
勝

昭
和

2
8
年

3
月

文
京

区
千

川
上

水

元
禄

８
年

(1
6
9
5
年

)、
五

代
将

軍
・

徳
川

綱
吉

よ
り

下
屋

敷
と

し
て

与
え

ら
れ

た
駒

込
の

地
に

、
柳

沢
吉

保
自

ら
設

計
、

指
揮

し
、

平
坦

な
武

蔵
野

の
一

隅
に

池
を

掘
り

、
山

を
築

き
、

7
年

の
歳

月
を

か
け

て
「

回
遊

式
築

山
泉

水
庭

園
」

を
造

り
上

げ
ま

し
た

。

3
5
.7

3
3
1

1
3
9
.7

4
6
5

4
国

指
定

江
戸

城
外

堀
跡

史
跡

名
勝

天
然

記
念

物
史

跡
昭

和
3
1
年

3
月

千
代

田
区

・
港

区
・
新

宿
区

玉
川

上
水

江
戸

城
外

堀
は

、
江

戸
城

最
後

の
工

事
で

あ
る

寛
永

1
3
 年

（
1
6
3
6
）

に
1
0
5
 家

の
大

名
を

動
員

し

た
天

下
普

請
に

よ
っ

て
、

雉
子

橋
か

ら
時

計
回

り
に

虎
ノ

門
、

溜
池

、
赤

坂
門

－
牛

込
門

、
神

田
川

に
至

る
延

長
約

1
4
k
m

 の
堀

と
し

て
完

成
し

ま
し

た
。

5
国

指
定

玉
川

上
水

史
跡

名
勝

天
然

記
念

物
史

跡
平

成
1
5
年

8
月

羽
村

市
・
福

生
市

・

昭
島

市
・
立

川
市

・

小
平

市
・
小

金
井

市
・
西

東
京

市
・
武

蔵
野

市
・
三

鷹
市

・

杉
並

区
・
世

田
谷

区
・
渋

谷
区

玉
川

上
水

平
成

１
５

年
８

月
２

７
日

付
の

官
報

に
文

部
科

学
省

告
示

第
1
3
7
 号

と
し

て
登

載
さ

れ
、

文
化

財
保

護
ℋ

ぷ
に

基
づ

く
国

の
史

跡
に

指
定

さ
れ

ま
し

た

6
国

指
定

殿
ヶ

谷
戸

庭
園

(随
冝

園
 ）

史
跡

名
勝

天
然

記
念

物
名

勝
平

成
2
3
年

9
月

国
分

寺
市

国
分

寺
用

水

殿
ヶ

谷
戸

庭
園

は
、

「
大

正
か

ら
昭

和
初

期
の

同
時

代
に

作
庭

さ
れ

た
類

似
の

武
蔵

野
の

別
荘

庭
園

の
中

で
も

当
時

の
風

致
景

観
を

最
も

よ
く

残
し

て
お

り
、

そ
の

芸
術

上
の

価
値

も
高

い
」

と
評

価
さ

れ
ま

し
た

。

3
5
.6

9
9

1
3
9
.4

8
2

7
国

指
定

小
石

川
植

物
園

（
御

薬
園

跡
及

び
養

生
所

跡
）

史
跡

名
勝

天
然

記
念

物
名

勝
　

史
跡

平
成

2
4
年

7
月

文
京

区
千

川
上

水

東
京

大
学

大
学

院
理

学
系

研
究

科
附

属
植

物
園

は
、

一
般

に
は

「
小

石
川

植
物

園
」

の
名

で
呼

ば
れ

親
し

ま
れ

て
お

り
、

植
物

学
の

研
究

・
教

育
を

目
的

と
す

る
東

京
大

学
の

教
育

実
習

施
設

で
す

。
 こ

の
植

物
園

は
日

本
で

も
っ

と
も

古
い

植
物

園
で

あ
る

だ
け

で
な

く
、

世
界

で
も

有
数

の
歴

史
を

持
つ

植
物

園
の

一
つ

で
す

。

3
5
.7

1
9

1
3
9
.7

4
6

8
国

指
定

下
野

谷
遺

跡
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物

史
跡

平
成

2
7
年

3
月

西
東

京
市

千
川

上
水

石
神

井
川

の
南

側
の

台
地

上
か

ら
低

地
に

広
が

る
、

旧
石

器
時

代
の

石
器

製
作

跡
か

ら
、

近
代

の
中

島
飛

行
機

製
作

所
関

連
施

設
跡

ま
で

複
数

の
時

代
の

人
々

の
痕

跡
が

残
る

遺
跡

で
、

今
も

公
園

の
地

下
に

は
遺

跡
が

保
存

さ
れ

て
い

ま
す

。
推

定
面

積
は

約
1
3
4
,0

0
0
㎡

に
お

よ
び

、
東

側
に

隣
接

す
る

練
馬

区
富

士
見

池
遺

跡
群

も
同

じ
遺

跡
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

3
5
.7

2
6

1
3
9
.5

6
2
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№
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定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

9
国

登
録

石
川

酒
造

（
本

蔵
、

新
蔵

、
向

蔵
、

雑
蔵

、
長

屋
門

、
文

庫
蔵

）

登
録

有
形

文
化

財
建

造
物

平
成

1
6
年

2
月

福
生

市
熊

川
用

水
福

生
に

は
ふ

た
つ

の
酒

蔵
が

あ
り

ま
す

。
田

村
酒

造
場

の
創

業
は

文
政

5
（

1
8
2
2
）

年
、

熊
川

の
石

川
酒

造
が

文
久

3
（

1
8
6
3
）

年
と

江
戸

時
代

ま
で

さ
か

の
ぼ

り
ま

す
。

3
5
.7

1
9

1
3
9
.3

3
3

1
0

国
登

録

田
村

酒
造

（
酒

造
蔵

、
前

蔵
、

雑
蔵

、
旧

水
車

小
屋

及
び

脇
蔵

）

登
録

有
形

文
化

財
建

造
物

平
成

2
5
年

1
2
月

福
生

市
熊

川
用

水
福

生
に

は
ふ

た
つ

の
酒

蔵
が

あ
り

ま
す

。
田

村
酒

造
場

の
創

業
は

文
政

5
（

1
8
2
2
）

年
、

熊
川

の
石

川
酒

造
が

文
久

3
（

1
8
6
3
）

年
と

江
戸

時
代

ま
で

さ
か

の
ぼ

り
ま

す
。

3
5
.7

4
2

1
3
9
.3

2

1
1

国
登

録
田

村
酒

造
（
石

垣
）

登
録

有
形

文
化

財
そ

の
他

工
作

物
平

成
2
5
年

1
2
月

福
生

市
熊

川
用

水
福

生
に

は
ふ

た
つ

の
酒

蔵
が

あ
り

ま
す

。
田

村
酒

造
場

の
創

業
は

文
政

5
（

1
8
2
2
）

年
、

熊
川

の
石

川
酒

造
が

文
久

3
（

1
8
6
3
）

年
と

江
戸

時
代

ま
で

さ
か

の
ぼ

り
ま

す
。

3
5
.7

4
2

1
3
9
.3

2

1
2

東
京

都
ま

い
ま

い
ず

井
戸

指
定

史
跡

昭
和

2
7
年

1
1
月

羽
村

市
玉

川
上

水

JR
羽

村
駅

東
口

近
く

の
五

ノ
神

社
境

内
に

あ
り

ま
す

。
ま

っ
す

ぐ
縦

に
掘

る
井

戸
掘

り
技

術
が

発
達

し
て

い
な

か
っ

た
頃

、
水

の
得

ら
れ

る
深

さ
ま

で
ス

リ
バ

チ
状

に
掘

り
窪

め
て

い
た

よ
う

で
す

。
そ

こ
へ

の
通

路
が

螺
旋

状
に

め
ぐ

っ
て

い
る

た
め

に
、

カ
タ

ツ
ム

リ
を

意
味

す
る

「
ま

い
ま

い
」

の
名

が
付

け
ら

れ
ま

し
た

。
い

つ
の

頃
か

ら
か

「
ま

い
ま

い
ず

井
戸

」
と

呼
ば

れ
る

よ
う

な
り

ま
し

た
。

3
5
.7

5
8

1
3
9
.3

1
7

1
3

東
京

都
羽

村
橋

の
ケ

ヤ
キ

指
定

天
然

記
念

物
昭

和
4
0
年

1
1
月

羽
村

市
羽

村
堰

奥
多

摩
街

道
沿

い
、

玉
川

上
水

羽
村

取
水

堰
の

手
前

の
歩

道
橋

の
そ

ば
に

こ
の

木
が

あ
る

｡
高

さ
２

ｍ

程
の

崖
際

に
立

っ
て

お
り

、
崖

側
の

根
が

剥
き

出
し

に
な

っ
て

い
て

根
の

様
子

が
良

く
分

か
る

｡
幹

周

５
．

５
ｍ

、
樹

高
２

３
．

５
ｍ

で
都

の
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
て

い
る

｡
根

本
に

は
、

湧
水

が
あ

り

こ
れ

と
合

わ
せ

て
保

存
し

た
い

景
観

で
あ

る
｡

3
5
.7

5
5

1
3
9
.3

1
1

1
4

東
京

都
鈴

木
遺

跡
指

定
史

跡
平

成
2
4
年

3
月

小
平

市
鈴

木
用

水
石

神
井

川

1
9
6
7
年

に
発

見
さ

れ
、

回
田

遺
跡

と
名

付
け

ら
れ

て
い

た
が

、
1
9
7
4
年

６
月

末
、

現
在

の
鈴

木
小

学
校

の
校

地
造

成
工

事
に

伴
っ

て
江

戸
時

代
の

水
車

小
屋

に
伴

う
水

路
や

暗
渠

が
発

見
さ

れ
た

こ
と

を
契

機
に

試
掘

調
査

が
行

わ
れ

、
正

式
に

そ
の

存
在

が
確

認
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
鈴

木
小

学
校

の
西

を
南

北
に

走
る

都
道

2
・

1
・

3
号

線
地

点
、

御
幸

第
I地

点
を

は
じ

め
、

５
０

以
上

の
調

査
地

点
で

範

囲
確

認
調

査
を

含
む

発
掘

調
査

が
行

わ
れ

て
い

る
。

3
5
.7

1
9

1
3
9
.4

9
7

1
5

東
京

都
井

の
頭

池
遺

跡
群

指
定

史
跡

昭
和

5
4
年

3
月

武
蔵

野
市

三
鷹

市
玉

川
上

水

人
の

手
に

よ
り

つ
く

ら
れ

た
住

居
や

溝
な

ど
の

生
活

の
痕

跡
で

あ
る

遺
構

と
、

土
器

や
石

器
な

ど
の

遺
物

か
ら

な
り

ま
す

。
武

蔵
野

市
で

は
、

旧
石

器
時

代
、

縄
文

時
代

か
ら

歴
史

時
代

(平
安

時
代

)の

遺
構

や
遺

物
が

発
見

さ
れ

て
い

ま
す

。

1
6

東
京

都
井

の
頭

池
(神

田
上

水
水

源
 地

)
指

定
旧

跡
大

正
1
4
年

5
月

三
鷹

市
玉

川
上

水

天
正

１
８

（
１

５
９

０
）

年
、

徳
川

家
康

は
江

戸
入

府
に

先
だ

ち
、

家
臣

大
久

保
藤

五
郎

に
水

道
の

見
立

て
を

命
じ

ま
し

た
。

藤
五

郎
は

小
石

川
（

※
現

在
の

東
京

都
文

京
区

小
石

川
）

に
水

源
を

求

め
、

神
田

方
面

に
通

水
す

る
「

小
石

川
上

水
」

を
作

り
上

げ
ら

れ
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
江

戸
の

発
展

に
応

じ
て

、
井

の
頭

池
や

善
福

寺
池

・
妙

正
寺

池
等

の
湧

水
を

水
源

と
す

る
「

神
田

上
水

」
が

完
成

し
た

の
は

寛
永

６
（

１
６

２
９

）
年

頃
と

さ
れ

て
い

ま
す

3
5
.7

1
3
9
.5

7
7

№
2
 



4
2

 

       指
定

区
分

名
称

文
化

財
種

類
種

別
指

定
年

月
所

在
地

関
連

水
系

概
要

緯
度

経
度

東
京

都

武
蔵

野
（
野

川
流

域
）
の

水
車

経
営

農
家

（
付

　
水

車
関

係
記

録
）

指
定

有
形

民
俗

文
化

財
平

成
1
0
年

3
月

三
鷹

市

武
蔵

野
地

域
の

水
車

は
、

江
戸

期
以

降
新

田
開

発
に

伴
っ

て
数

多
く

設
置

さ
れ

、
明

治
末

期
か

ら
大

正
期

に
か

け
て

産
業

技
術

近
代

化
の

中
で

最
盛

期
を

迎
え

ま
し

た
。

そ
の

後
昭

和
に

入
る

と
急

激
に

減
少

し
て

い
き

ま
し

た
が

、
そ

の
中

で
、

峯
岸

家
は

文
化

1
4
(1

8
1
7
)年

以
来

、
5
代

に
わ

た
り

水
車

経
営

に
携

わ
っ

て
き

ま
し

た
。

3
5
.6

7
9

1
3
9
.5

3
1

東
京

都
真

姿
の

池
湧

水
群

指
定

名
勝

平
成

1
0
年

3
月

国
分

寺
市

国
分

寺
用

水
「

江
戸

時
代

に
市

内
の

村
々

は
尾

張
徳

川
家

の
御

鷹
場

に
指

定
さ

れ
て

い
た

こ
と

か
ら

“お
鷹

の
道

”と

名
づ

け
ら

れ
ま

し
た

。
現

在
遊

歩
道

と
し

て
整

備
さ

れ
、

多
く

の
人

々
に

親
し

ま
れ

て
い

ま
す

。
3
5
.6

9
4

1
3
9
.4

7
4

東
京

都
水

道
碑

記
指

定
有

形
文

化
財

昭
和

5
年

1
2
月

新
宿

区
玉

川
上

水

江
戸

 戸
時

代
に

玉
川

上
水

の
水

量
や

水
質

を
管

理
し

た
水

番
所

の
あ

っ
た

と
こ

ろ
。

そ
れ

を
記

念
し

て
、

明
治

2
8
年

(1
8
9
5
年

)に
石

碑
が

建
て

ら
れ

ま
し

た
。

高
さ

は
4
.6

メ
ー

ト
ル

に
も

お
よ

ぶ
大

碑

で
、

碑
文

は
漢

文
で

す
。

玉
川

上
水

建
設

の
理

由
や

、
請

け
負

っ
た

玉
川

兄
弟

の
事

績
を

た
た

え
た

内
容

が
記

さ
れ

て
い

ま
す

。

3
5
.6

8
8

1
3
9
.7

1
4

東
京

都
四

谷
大

木
戸

碑
指

定
旧

跡
平

成
９

年
３

月
新

宿
区

玉
川

上
水

昭
和

三
十

四
年

十
一

月
地

下
鉄

丸
の

内
線

の
工

事
で

出
土

し
た

玉
川

上
水

の
石

樋
を

利
用

し
て

造
ら

れ
た

記
念

碑
で

あ
る

。
実

際
の

大
木

戸
の

位
置

は
、

こ
こ

よ
り

約
八

〇
メ

ー
ト

ル
東

の
四

谷
四

丁
目

交
差

点
の

と
こ

ろ
に

あ
る

．
3
5
.6

8
8

1
3
9
.7

1
4

埼
玉

県
野

火
止

用
水

指
定

史
跡

昭
和

1
9
年

3
月

新
座

市
野

火
止

用
水

野
火

止
用

水
は

、
立

川
市

を
起

点
と

し
埼

玉
県

新
座

市
の

平
林

寺
を

経
て

埼
玉

県
志

木
市

の
新

河
岸

川
に

至
る

全
長

約
２

４
Ｋ

ｍ
の

用
水

路
で

す
。

現
在

で
は

「
野

火
止

」
と

書
き

ま
す

が
、

開
削

当
初

は
野

火
留

村
(現

在
の

新
座

市
野

火
止

)の
名

を
取

り
、

野
火

留
用

水
と

呼
ば

れ
て

い
ま

し
た

。

埼
玉

県
平

林
寺

林
泉

境
内

指
定

名
勝

昭
和

4
3
年

5
月

新
座

市
野

火
止

用
水

平
林

寺
境

内
林

は
本

市
唯

一
の

国
指

定
文

化
財

と
し

て
今

も
首

都
近

郊
随

一
の

規
模

で
存

在
し

て
い

ま
す

。
禅

宗
寺

院
と

し
て

の
荘

厳
な

雰
囲

気
に

包
ま

れ
な

が
ら

、
か

つ
て

の
武

蔵
野

の
面

影
を

残
す

雑
木

林
と

し
て

も
広

く
知

ら
れ

て
い

ま
す

。

3
5
.7

9
3

1
3
9
.5

6
1

№
3
 



4
3

 

  

№
指

定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

2
3

羽
村

市
玉

川
上

水
羽

村
陣

屋
跡

指
定

旧
跡

昭
和

5
3
年

（
1
9
7
8
）
1
1
月

羽
村

市
玉

川
上

水

承
応

2
年

（
1
6
5
3
）

に
玉

川
上

水
が

開
削

さ
れ

る
と

、
取

水
口

の
管

理
の

た
め

に
幕

府
の

役
所

と
し

て
陣

屋
が

置
か

れ
ま

し
た

。
実

際
の

上
水

管
理

人
で

あ
る

水
番

人
も

任
命

さ
れ

、
取

水
口

管
理

の
全

般
を

行
い

ま
し

た
。

3
5
.7

5
6

1
3
9
.3

0
9

2
4

福
生

市
玉

川
上

水
開

削
工

事
跡

指
定

史
跡

平
成

3
年

4
月

福
生

市
玉

川
上

水
江

戸
か

ら
の

情
報

が
ス

ト
レ

ー
ト

に
も

た
ら

さ
れ

、
水

番
人

た
ち

に
も

企
業

家
的

資
質

が
育

ま
れ

、

「
進

取
の

気
性

」
と

い
わ

れ
る

「
羽

村
人

の
気

質
」

が
生

ま
れ

る
土

壌
と

な
り

ま
し

た
。

3
5
.7

2
7

1
3
9
.3

4

2
5

福
生

市
玉

川
上

水
旧

掘
跡

指
定

史
跡

平
成

3
年

4
月

福
生

市
玉

川
上

水
当

時
の

建
物

は
陣

屋
門

を
残

す
の

み
で

す
が

、
現

在
も

東
京

都
水

道
局

羽
村

取
水

所
と

し
て

上
水

の

管
理

を
行

っ
て

い
ま

す
。

3
5
.7

4
6

1
3
9
.3

1
9

2
6

福
生

市
伝

　
地

頭
井

戸
指

定
史

跡
平

成
2
0
年

7
月

福
生

市
熊

川
分

水

熊
川

地
区

に
残

る
こ

の
井

戸
は

地
頭

井
戸

と
呼

ば
れ

、
江

戸
時

代
に

徳
川

幕
府

の
旗

本
（

地
頭

）
で

熊
川

鍋
ヶ

谷
戸

な
べ

が
や

と
地

区
を

治
め

て
い

た
長

塩
な

が
し

お
氏

が
、

水
不

足
に

悩
む

領
民

の
た

め
に

井
戸

を
掘

り
与

え
た

と
い

う
伝

承
を

持
っ

て
い

ま
す

3
5
.7

2
5

1
3
9
.3

3
4

2
7

昭
島

市
お

ね
い

の
井

戸
指

定
旧

跡
昭

和
3
5
年

1
月

昭
島

市
熊

川
分

水

こ
の

井
戸

は
昭

島
市

に
あ

る
有

名
な

3
つ

の
井

戸
の

ひ
と

つ
で

、
別

名
お

鉢
の

井
戸

と
も

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

室
町

時
代

の
末

期
、

約
4
0
0
年

前
、

滝
山

城
主

・
北

条
氏

照
の

重
臣

石
川

土
佐

守
は

、
娘

お
ね

い
の

眼
病

平
癒

を
大

日
堂

に
祈

願
し

、
こ

の
清

泉
で

洗
眼

し
た

と
こ

ろ
た

ち
ま

ち
な

お
っ

た
と

伝
え

ら
れ

る
。

大
日

堂
境

内
に

の
ぼ

る
階

段
脇

に
あ

る
。

3
5
.7

0
6

1
3
9
.3

4
6

2
8

昭
島

市
花

井
の

井
戸

指
定

旧
跡

昭
和

3
5
年

1
月

昭
島

市
熊

川
分

水

昭
和

用
水

堰
の

先
、

都
水

道
局

の
原

水
補

給
ポ

ン
プ

所
辺

り
か

ら
は

生
き

た
用

水
路

を
た

ど
る

。
龍

津
寺

裏
の

湧
水

は
、

こ
の

先
の

諏
訪

神
社

と
と

も
に

「
東

京
の

名
湧

水
5
7
選

」
と

な
っ

て
い

る
。

こ

の
間

、
花

井
の

井
戸

（
民

家
の

庭
）

、
大

日
堂

の
池

と
お

ね
い

の
井

戸
、

大
神

水
辺

の
散

歩
道

が
あ

り
、

水
の

あ
る

風
景

に
心

身
を

癒
や

さ
れ

る
。

2
9

東
大

和
市

青
梅

橋
跡

指
定

史
跡

昭
和

5
8
年

3
月

東
大

和
市

野
火

止
用

水
青

梅
街

道
と

野
火

止
用

水
が

交
わ

る
地

点
の

橋
の

跡
で

、
地

名
と

し
て

も
定

着
し

た
交

通
の

要
所

3
5
.7

3
3

1
3
9
.4

3
6

3
0

立
川

市
柴

崎
分

水
指

定
史

跡
昭

和
3
0
年

3
月

立
川

市
柴

崎
分

水

柴
崎

分
水

（
立

川
用

水
）

は
、

玉
川

上
水

の
分

水
の

ひ
と

つ
．

1
7
3
7
年

、
現

在
の

立
川

駅
南

西
側

に

あ
た

る
、

柴
崎

村
の

飲
用

と
水

田
用

の
用

水
と

し
て

開
鑿

さ
れ

た
．

昭
島

市
と

立
川

市
の

境
界

に
あ

た
る

、
松

中
橋

か
ら

分
水

さ
れ

、
立

川
市

の
南

端
で

多
摩

川
の

支
流

根
川

に
合

流
す

る
ま

で
、

本
流

の
全

長
は

約
8
ｋ

ｍ
ほ

ど
。

上
流

部
で

は
立

川
分

水
と

も
呼

ば
れ

て
い

た
．

№
4
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№
指

定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

3
1

国
分

寺
市

西
町

五
丁

目
の

旧
屋

敷
林

指
定

重
要

有
形

天
然

記
念

物
平

成
2
6
年

4
月

中
藤

新
田

分
水

旧
屋

敷
林

の
所

在
地

は
，

江
戸

時
代

中
期

（
享

保
年

間
）

に
開

発
さ

れ
た

武
蔵

野
新

田
の

う
ち

の
ひ

と
つ

で
，

中
藤

新
田

の
村

内
に

入
る

農
家

の
旧

屋
敷

地
内

に
あ

た
る

。
樹

林
地

内
東

側
の

畑
地

寄
り

の
場

所
で

，
崖

線
を

上
が

っ
て

2
0
メ

ー
ト

ル
ほ

ど
の

位
置

に
は

，
崖

線
に

沿
っ

て
南

北
に

延
び

る
胎

内
堀

跡
が

残
る

。
慶

応
４

年
８

月
～

明
治

元
年

（
1
8
6
8
）

1
1
月

に
，

享
保

1
4
年

（
1
7
2
9
）

に
玉

川
上

水
か

ら
引

水
し

た
中

藤
新

田
分

水
の

底
か

ら
さ

ら
に

６
尺

（
約

1
.8

メ
ー

ト
ル

）
の

深
さ

の
位

置
に

，
３

尺
（

約
9
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
四

方
の

ト
ン

ネ
ル

状
の

堀
を

通
し

た
も

の
で

，
堀

浚
い

用

の
縦

穴
が

約
2
0
間

（
約

3
6
メ

ー
ト

ル
）

お
き

に
あ

っ
た

と
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

3
5
.7

1
7

1
3
9
.4

3
4

3
2

小
平

市
小

川
村

開
拓

碑
指

定
有

形
文

化
財

小
平

市
小

川
分

水

小
平

神
明

宮
は

1
6
6
1
（

寛
文

元
）

年
に

、
小

川
新

田
の

鎮
守

と
し

て
、

当
初

は
野

火
止

用
水

の
南

の

隅
に

小
川

新
田

の
鎮

守
様

と
し

て
創

建
さ

れ
た

。
1
6
8
1
（

天
和

元
）

年
に

現
社

地
に

遷
座

さ
れ

た
。

参
道

の
入

口
付

近
に

「
小

川
村

開
拓

碑
」

が
あ

り
、

小
川

村
開

拓
の

由
来

が
刻

ま
れ

た
そ

の
石

碑
は

小
平

市
の

有
形

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

3
5
.7

3
3

1
3
9
.4

4
9

3
3

小
平

市
小

金
井

桜
樹

碑
指

定
有

形
文

化
財

小
平

市
玉

川
上

水

海
岸

寺
境

内
．

こ
の

碑
は

文
化

7
年

（
1
8
1
0
）

7
月

に
建

立
さ

れ
た

も
の

で
、

か
つ

て
は

現
在

の
位

置
よ

り
東

へ
約

百
メ

ー
ト

ル
離

れ
た

秋
葉

神
社

の
境

内
に

あ
っ

た
。

碑
文

は
江

戸
時

代
の

漢
学

舎
大

久
保

狹
南

の
撰

文
で

、
約

７
百

字
に

及
ぶ

も
の

で
あ

る
。

碑
文

は
小

金
井

桜
植

樹
の

由
来

に
は

じ
ま

り
、

武
蔵

八
景

の
「

金
橋

の
桜

花
」

の
名

所
を

後
世

に
誤

り
な

く
伝

え
る

た
め

に
、

こ
の

桜
を

植
樹

し
た

川
崎

平
右

衛
門

正
孝

の
孫

で
あ

る
平

蔵
と

、
女

婿
の

石
永

貞
子

亭
と

協
議

し
て

碑
を

建
て

る
こ

と
に

し
た

と
結

ん
で

あ
る

。

3
5
.7

1
3

1
3
9
.5

0
7

3
4

小
平

市
行

幸
松

と
行

幸
松

の
碑

指
定

有
形

文
化

財
小

平
市

玉
川

上
水

海
岸

寺
の

山
門

前
、

玉
川

上
水

北
側

遊
歩

道
の

行
幸

松
.明

治
1
6
(1

8
8
3
)年

に
 明

治
天

皇
が

小
金

井

堤
に

観
桜

に
出

か
け

て
こ

ら
れ

た
こ

と
を

記
念

し
て

植
樹

さ
れ

た
．

3
5
.7

1
3

1
3
9
.5

0
7

3
5

国
立

市
指

定
」

谷
保

天
満

宮
（
末

社
厳

島
神

社
附

棟
札

・
神

楽
殿

附
棟

札
）

登
録

有
形

文
化

財
国

立
市

谷
保

天
満

宮
末

社
厳

島
神

社
本

殿
は

、
元

は
石

神
に

あ
っ

た
も

の
を

、
明

治
期

に
現

在
の

地
に

移
し

た
も

の
で

す
。

一
間

社
、

流
れ

造
、

鉄
板

葺
き

の
小

規
模

な
建

物
で

す
が

、
木

鼻
、

虹
梁

、
組

物
、

中
備

、
妻

飾
、

彫
刻

な
ど

本
格

的
な

本
殿

形
式

を
も

ち
、

加
工

精
度

も
か

な
り

高
い

と
言

え
ま

す
。

ま
た

谷
保

天
満

宮
本

殿
縁

束
と

同
様

に
、

条
溝

が
見

ら
れ

ま
す

が
、

特
に

身
舎

柱
に

も
1
6
本

の
条

溝

が
つ

け
ら

れ
て

い
る

の
は

き
わ

め
て

珍
し

く
、

特
色

的
で

す
。

3
5
.6

8
1
3
9
.4

4
5

3
6

国
立

市
清

水
の

立
場

(茶
屋

跡
)

登
録

史
跡

国
立

市

こ
の

あ
た

り
は

谷
保

髄
一

の
湧

水
地

で
あ

っ
た

よ
う

で
、

夏
と

も
な

る
と

そ
ば

や
そ

う
め

ん
を

清
水

に
ひ

た
し

て
、

炎
天

下
の

甲
州

街
道

を
旅

す
る

人
々

を
も

て
な

す
立

場
茶

屋
が

あ
っ

た
よ

う
で

す
。

現
在

は
湧

水
の

跡
が

見
ら

れ
る

程
度

で
す

が
、

雨
が

降
っ

た
翌

日
等

は
水

が
湧

き
出

す
様

子
が

見
ら

れ
る

日
も

あ
り

ま
す

。

3
5
.6

8
2

1
3
9
.4

4
3

№
5
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№
指

定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

3
7

小
金

井
市

川
崎

平
右

衛
門

供
養

塔
指

定
有

形
民

俗
文

化
財

昭
和

8
年

1
1
月

関
野

町
2
-
8
-
4

川
崎

平
右

衛
門

は
、

江
戸

時
代

中
期

の
元

文
4
（

1
7
3
9
）

年
、

多
摩

郡
押

立
(お

し
た

て
)村

（
現

府

中
市

）
の

名
主

か
ら

幕
府

の
新

田
世

話
役

に
取

り
立

て
ら

れ
、

武
蔵

野
新

田
8
2
か

村
の

開
発

に
大

き

な
功

績
を

残
し

た
。

　
川

崎
平

右
衛

門
供

養
塔

は
、

真
蔵

院
境

内
（

関
野

町
２

－
８

－
４

）
に

所
在

す
る

。
　

正
面

に
川

崎
の

戒
名

「
霊

松
院

殿
忠

山
道

栄
居

士
(れ

い
し

ょ
う

い
ん

で
ん

ち
ゅ

う
ざ

ん
ど

う
え

い
こ

じ
)」

、
側

面
に

「
川

崎
氏

」
と

刻
む

。

3
5
.7

1
4

1
3
9
.5

1
7

3
8

小
金

井
市

小
金

井
橋

碑
石

附
　

小
金

井
橋

碑
文

登
録

有
形

文
化

財
平

成
2
3
年

4
月

緑
町

3
-
0
2
-
3
7

玉
川

上
水

下
小

金
井

村
・

渋
谷

安
斉

3
5
.6

7
2

1
3
9
.4

9
3

3
9

武
蔵

野
市

更
新

橋
の

庚
申

搭
指

定
有

形
民

俗
文

化
財

昭
和

5
6
年

3
月

緑
町

3
丁

目
千

川
上

水

安
永

4
年

（
1
7
7
5
）

の
建

立
で

、
練

馬
区

関
町

と
の

境
に

あ
る

更
新

橋
の

ふ
も

と
の

小
祠

に
安

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

正
面

に
は

青
面

金
剛

の
忿

怒
相

が
刻

ま
れ

て
い

ま
す

。
「

更
新

」
が

「
庚

申
」

の
誤

記
で

あ
る

か
ど

う
か

は
定

か
で

は
あ

り
ま

せ
ん

3
5
.7

2
1
3
9
.5

6
8

4
0

志
木

市
い

ろ
は

樋
(野

火
止

用
水

）
指

定
文

化
財

昭
和

5
3
年

4
月

本
町

2
丁

目
野

火
止

用
水

い
ろ

は
樋

(ど
い

）
と

は
、

野
火

止
用

水
を

引
又

か
ら

対
岸

の
宗

岡
村

に
引

く
た

め
に

考
案

さ
れ

た
筧

（
か

け
ひ

）
。

大
桝

は
用

水
の

水
を

掛
け

樋
に

送
り

出
す

た
め

に
、

一
度

水
を

た
め

て
お

く
た

め
に

使
わ

れ
た

。
現

存
の

も
の

は
明

治
3
1
年

（
1
8
9
8
）

に
造

ら
れ

た
も

の
。

3
5
.8

3
5

1
3
9
.5

8

4
1

文
京

区
神

田
上

水
取

水
口

大
洗

堰
跡

指
定

史
跡

昭
和

5
1
年

1
1
月

関
口

1
丁

目
神

田
上

水
取

水
口

大
洗

堰
跡

井
の

頭
池

を
源

流
と

す
る

わ
が

国
最

初
の

神
田

上
水

は
、

関
口

の
大

洗
堰

（
現

在
の

大
滝

橋
あ

た

り
）

で
水

位
を

あ
げ

、
上

水
路

（
白

堀
）

で
水

戸
上

屋
敷

（
現

後
楽

園
一

帯
）

に
入

れ
た

。
そ

こ
か

ら
地

下
を

樋
で

、
神

田
、

日
本

橋
方

面
に

給
水

し
た

。
こ

の
大

洗
堰

の
取

水
口

に
、

上
水

の
流

水
量

を
調

節
す

る
た

め
「

画
落

（
か

く
お

と
し

）
」

と
呼

ば
れ

た
板

を
は

め
こ

む
た

め
の

石
柱

が
設

け
ら

れ
た

。
こ

こ
に

あ
る

石
柱

は
、

当
時

の
も

の
で

、
昭

和
８

年
大

洗
堰

の
廃

止
に

よ
り

撤
去

さ
れ

た
も

の
を

移
し

た
。

な
お

、
上

水
に

取
り

入
れ

ら
れ

た
余

水
は

、
お

茶
の

水
の

堀
か

ら
隅

田
川

へ
流

さ
れ

た

3
5
.7

1
1

1
3
9
.7

2
6

4
2

杉
並

区
中

野
村

・
高

円
寺

村
・
馬

橋
村

三
ヶ

村
用

水
記

念
碑

登
録

文
化

財
歴

史
資

料
平

成
1
6
年

2
月

杉
並

区

中
野

村
・

高
円

寺
村

・
馬

橋
村

三
ヶ

村
用

水
記

念
碑

天
保

1
1
年

(1
8
4
0
年

）
、

同
1
2
年

(1
8
4
1
年

)に
行

わ
れ

た
善

福
寺

川
か

ら
桃

園
川

に
分

水
す

る
た

め
の

水
普

請
（

用
水

路
開

削
）

を
記

念
し

、
明

治
1
3
年

(1
8
8
0
)建

之
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

弁
天

池
付

近
の

埋
立

工
事

等
に

よ
り

一
時

行
方

不
明

で
あ

っ
た

が
、

発
見

さ
れ

成
宗

五
色

弁
財

天
社

境
内

に
再

び
建

て
ら

れ
て

い
る

。
平

成
1
7
年

度
杉

並
区

登
録

有
形

文
化

財
（

歴
史

資
料

）
に

指
定

さ
れ

た
。

3
5
.6

9
8

1
3
9
.6

3
2

4
3

練
馬

区
指

定
千

川
家

文
書

指
定

有
形

文
化

財
練

馬
区

千
川

家
文

書

千
川

上
水

の
開

さ
く

、
管

理
に

関
わ

っ
た

千
川

家
に

伝
わ

っ
て

い
た

文
書

群
も

ん
じ

ょ
ぐ

ん
で

す
。

千
川

家
か

ら
諸

役
所

へ
差

し
出

し
た

上
申

書
な

ど
を

書
き

写
し

た
御

用
留

ど
め

は
、

欠
年

が
多

少
あ

る
も

の
の

明
和

5
年

（
1
7
6
8
年

）
か

ら
明

治
1
6
年

（
1
8
8
3
年

）
ま

で
2
0
冊

残
っ

て
お

り
、

上
水

の

歴
史

を
良

く
伝

え
ま

す
。

ま
た

、
絵

図
類

は
2
1
点

あ
り

、
配

水
の

様
子

な
ど

を
伝

え
ま

す
。

千
川

上

水
に

関
わ

る
文

書
も

ん
じ

ょ
が

系
統

的
に

残
り

、
千

川
上

水
の

歴
史

を
広

く
知

る
こ

と
が

で
き

る
と

と
も

に
、

地
域

の
歴

史
を

理
解

す
る

上
で

重
要

で
す

。

3
5
.7

3
8

1
3
9
.6

№
6
 



4
6

 

        
 

№
7
 

№
指

定
区

分
名

称
文

化
財

種
類

種
別

指
定

年
月

所
在

地
関

連
水

系
概

要
緯

度
経

度

4
4

練
馬

区
千

川
上

水
の

記
録

フ
ィ

ル
ム

登
録

文
化

財
練

馬
区

千
川

上
水

千
川

上
水

を
流

れ
に

沿
い

、
取

水
口

か
ら

六
義

園
ま

で
が

、
カ

ラ
ー

リ
バ

ー
サ

ル
フ

ィ
ル

ム
を

使
用

し
て

6
0
コ

マ
で

構
成

さ
れ

て
い

る
記

録
フ

ィ
ル

ム
で

す
。

当
時

、
練

馬
区

内
に

お
い

て
も

場
所

に
よ

り
暗

渠
化

工
事

が
進

め
ら

れ
て

い
る

中
、

時
期

を
失

す
る

こ
と

な
く

工
事

の
初

期
段

階
に

お
い

て
撮

影
さ

れ
、

ま
た

カ
ラ

ー
フ

ィ
ル

ム
を

使
用

し
て

い
る

な
ど

、
暗

渠
と

な
る

前
に

よ
り

良
い

記
録

を
後

世
に

残
そ

う
と

い
う

意
図

が
明

ら
か

で
す

。
こ

の
フ

ィ
ル

ム
に

は
、

千
川

上
水

と
と

も
に

周
辺

の
風

景
が

写
さ

れ
、

広
が

る
畑

、
交

通
量

の
ほ

と
ん

ど
な

い
道

、
木

造
平

屋
の

建
物

が
軒

を
並

べ
る

商
店

街
、

橋
や

千
川

上
水

か
ら

の
分

水
口

、
ま

た
、

千
川

上
水

と
関

わ
る

水
車

や
各

種
の

工
場

な
ど

、
今

で
は

見
る

こ
と

が
で

き
な

い
千

川
上

水
と

そ
の

流
域

の
情

景
が

記
録

さ
れ

て
い

ま
す

。

3
5
.7

3
8

1
3
9
.6

4
5

練
馬

区
千

川
上

水
調

査
ア

ル
バ

ム
登

録
文

化
財

練
馬

区
千

川
上

水

武
蔵

高
等

学
校

交
友

会
文

化
学

部
が

、
昭

和
1
3
～

1
6
年

（
1
9
3
8
～

1
9
4
1
年

）
に

調
査

し
た

千
川

上
水

の
写

真
な

ど
の

記
録

で
す

。
4
冊

の
ア

ル
バ

ム
に

、
武

蔵
野

市
境

橋
付

近
の

玉
川

上
水

分
水

口

か
ら

豊
島

区
の

千
川

上
水

公
園

ま
で

の
本

流
や

落
合

分
水

流
域

な
ど

2
0
0
カ

ッ
ト

あ
ま

り
の

白
黒

写

真
が

収
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

3
5
.7

3
6

1
3
9
.6

6
8

4
6

練
馬

区
斎

藤
水

車
用

具
登

録
文

化
財

千
川

上
水

に
設

け
ら

れ
て

い
た

斎
藤

水
車

で
使

用
さ

れ
た

部
品

や
用

具
な

ど
計

9
点

で
す

。
大

万

力
・

臼
万

力
・

プ
ー

リ
ー

・
ベ

ル
ト

各
1
点

と
水

車
歯

車
3
点

は
、

水
車

の
動

力
を

杵
や

臼
な

ど
に

伝

え
る

部
品

で
す

。
目

立
て

の
金

槌
2
点

は
、

磨
耗

し
た

石
臼

な
ど

を
調

整
す

る
道

具
と

し
て

利
用

さ

れ
ま

し
た

。
斎

藤
水

車
は

製
粉

業
に

利
用

さ
れ

、
千

川
上

水
が

暗
渠

化
さ

れ
る

昭
和

3
0
年

頃
ま

で
使

用
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
千

川
上

水
に

関
わ

る
数

少
な

い
水

車
関

係
の

資
料

で
す

。

3
5
.7

3
1

1
3
9
.6

1
5

4
7

練
馬

区
千

川
上

水
跡

登
録

史
跡

練
馬

区
千

川
上

水

千
川

上
水

沿
い

の
2
0
か

村
そ

ん
の

農
民

が
、

こ
の

水
を

田
に

引
く

こ
と

を
許

さ
れ

、
明

治
以

降
は

印

刷
局

や
王

子
製

紙
な

ど
で

工
場

用
水

と
し

て
大

量
に

使
わ

れ
ま

し
た

。
現

在
で

も
消

火
用

水
な

ど
に

使
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
大

部
分

が
暗

き
ょ

と
な

り
、

素
掘

り
の

ま
ま

で
残

さ
れ

て
い

る
の

は
こ

の
付

近
だ

け
で

す
。

3
5
.7

2
3

1
3
9
.5

9

4
8

練
馬

区
田

柄
用

水
跡

、
記

念
碑

登
録

史
跡

練
馬

区
田

柄
用

水

明
治

2
6
年

（
1
8
9
3
年

）
に

建
て

ら
れ

た
玉

川
上

水
分

水
記

念
の

碑
で

す
。

碑
の

表
面

下
部

に
分

水

工
事

の
経

緯
が

記
さ

れ
、

台
座

に
は

水
路

総
代

、
発

起
世

話
人

な
ど

6
7
名

の
氏

名
が

刻
ま

れ
て

い
ま

す
。

も
と

は
分

水
路

に
沿

っ
た

天
祖

神
社

の
東

側
に

あ
っ

た
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

3
5
.7

6
4

1
3
9
.6

4
2

4
9

練
馬

区
田

柄
用

水
跡

、
登

録
史

跡
練

馬
区

田
柄

用
水

跡

田
柄

用
水

は
、

昭
和

3
0
年

代
に

は
通

水
が

止
ま

り
、

暗
渠

や
埋

め
立

て
に

よ
り

、
現

在
そ

の
姿

を
偲

ぶ
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

憩
い

の
森

に
残

る
約

4
7
メ

ー
ト

ル
の

み
で

す
。

上
幅

約
4
メ

ー
ト

ル
、

素

掘
す

ぼ
り

の
用

水
堀

で
、

当
時

架
け

ら
れ

た
石

橋
も

あ
り

、
地

域
の

開
発

に
重

要
な

役
割

を
果

た
し

た
用

水
の

姿
を

今
に

伝
え

て
い

ま
す

。

3
5
.7

3
7

1
3
9
.5

8
2

5
0

土
木

学
会

羽
村

堰
(投

げ
渡

し
堰

）
土

木
推

奨
遺

産
羽

村
市

玉
川

上
水

羽
村

取
水

堰
は

、
江

戸
の

急
激

な
人

口
増

加
に

伴
い

、
市

中
へ

水
を

供
給

す
る

た
め

に
開

削
さ

れ
た

玉
川

上
水

の
取

水
口

と
し

て
、

１
６

５
３

年
に

設
置

さ
れ

ま
し

た
。

多
摩

川
の

水
は

、
現

在
も

こ
こ

か
ら

小
作

浄
水

場
や

東
村

山
浄

水
場

等
に

送
ら

れ
て

い
ま

す
。

3
5
.7

5
5

1
3
9
.3

0
9
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4-2．文化財と市民による環境資産評価 

 玉川上水・分水網に係る，指定・登録文化財の特徴を整理した．さらに，市民が玉

川上水・分水網をどのようにとらえているかを見るために，「玉川上水開削 360 年記

念 玉川上水リレーウォーク 2013 年 7 月～2015 年 5 月」（玉川上水ネット）記録か

ら，市民が環境資産として取り上げた項目を整理した（表 4-3 参照）． 

 指定・登録文化財はこれまでは文化財の理類型ごとに評価の高い資産の保存活用を

図るためいわば“点”として指定されてきた．これに対し，市民の資産の評価は同じ

点であっても，日常生活の中で水路，道路などの地域の結節点にある分水口，橋，水

路・街道沿いの道標・祠などを多く取り上げていることに特徴がある．さらに，点と

いうよりもむしろ，玉川上水・分水網に沿って展開する特徴的な地形，地割，屋敷林

と樹林，畑地と水路さらには，既に埋めたてられてしまったが水路の痕跡を残す通

路・緑道と周辺の施設との関係などへと広がっていることに特徴がある．このような

視線は平成 16 年に改正された文化財保護法で提唱される“文化的景観”の概念に通じ

るものであり，地域の中での玉川上水・分水網の再評価には不可欠と考えられる． 

 文化的景観については文化財保護法第二条第 1 項第 5 号に次のように規定されてい

る．『地域のける人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で我

が国民の生活又は生業の理解のために欠くことのできないもの』．こうした観点からさ

らに地域に中で生きてきた市民のまなざしで，地域の生活・生業と密接に着いた資産

を丁寧に発掘することがきわめて重要と考えられる． 

 このような観点から，現在市民(団体)が分水毎に取り組んでいる，分水網の歴史・

文化的資産の発掘活動と連動し，分水網の持つ新しい評価の基軸を構築するととも

に，保全・再生への展開を模索したいと考えている． 

   

 

 

表 4－3 指定登録文化財と市民が評価した資産 

区分 項目
地形 湧水池
遺跡 旧石器 縄文
用水路構造物 水路 用水路跡 堀
水利施設 井戸 水車跡 堰跡 樋跡
庭園・樹木 庭園 屋敷林 樹木
社寺記念碑 社寺 記念碑 道標等
地形 地形（断層・崖線等）
用水路構造物 分水口 水路構造物 流路跡(緑道等） 河岸跡 水車跡
社寺 社寺 記念碑 道標等
街道地割 街道 橋 地割 屋敷
公園樹木農地 公園 農地 樹木（大木）

玉川上水分水網関連・文化財・歴史資産

市民が評価した
資産

指定文化財等
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5．玉川上水・分水網の現状と検討課題～結びにかえて～ 

 

 玉川上水・分水網の保全再生を考える場合，玉川上水・分水を取り巻く水利システ

ムと維持管理の係る次の二つの問題を考慮することが必要となる． 

一つは，玉川上水本線については，水・水路・護岸・周辺の緑道の管理が複雑に区

分されており一体的な管理が難しいこと．さらに，分水網については，土地の管理の

権限が，自治体毎に分散されており水系ごとの維持管理の統一をとることが困難なこ

とがあげられる．いわば玉川上水・分水網に依拠して形成されてきた地域を統括する

水利秩序の崩壊に伴い管理も分散，統一的な管理が困難になったともいえる．このた

めには，玉川上水・分水網を地域の中で再評価し，新しい地域秩序を作り出す仕組み

が不可欠と考えられる． 

 二つ目は，水利システムの問題である．約半世紀前，未曽有の水不足を克服するた

めに利根川水系を含む広域的な利水システムの形成された．これに併せ，淀橋浄水場

の廃止，小川監視所下流の通水停止となり玉川上水・分水網の水利システムは大きく

変化した．その後，自治体，市民の強い要望により水利システムとはほとんど関係な

く，下水道の高度処理水が環境用水として導入された．このことにより，玉川上水は

開水路とその周辺の緑と一体となった環境の維持に大きく寄与してきた．しかしなが

ら，水道原水の水利システムとして維持されてき水路との環境水準の差は歴然たるも

のがある．また，一方では高密度居住に伴う緊急時の水利の必要性，それまで玉川上

水の水が余剰水として流れ込んでいた井の頭などの湧水池，お濠濠，神田川・日本橋

川等の維持用水の不足も深刻な問題なりつつある． 

 こうした，開水路の維持管理の粗放化や高密度な都市形成に対応した新しい水利秩

序の再構築を模索することがきわめて重要な課題と考えられる． 

さらに，新しい水システムの構築を念頭に，玉川上水・分水網と地域の自然・歴史

文化的な資産の発掘・共有化さらに，市民（団体）との新しい係りあい方を模索する

ことがますます求められるのではないかと考えられる． 
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       図 4-2 33 市区におよぶ玉川上水・分水網の広がり 

 

表 4-4 玉川上水・分水網に係る自治体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

埼玉県

市部 番号 玉川上水 番号 右分水 番号 左分水 番号 左分水

1 羽村市 15 国分寺市 21 東大和市 31 新座市

2 福生市 16 国立市 22 東村山市 32 朝霞市

3 昭島市 17 調布市 23 東久留米市 33 志木市

4 立川市 24 清瀬市

5 小平市

6 小金井市

7 武蔵野市

8 西東京市

9 三鷹市

計 9 3 4 3 19

区部 10 杉並区 18 目黒区 25 練馬区

11 世田谷区 19 品川区　 26 中野区　

12 渋谷区 20 港区 27 豊島区 

13 新宿区 28 文京区

14 千代田区 29 板橋区

30 北区

計 5 3 6 14

国指定史跡

東京都区分
計
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【参考資料-1】 

  玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ 第 1回シンポジウム配布資料 

 

開催日時：平成 27 年 5 月 29 日 15:30～18:30: 

 場  所：武蔵野市 武蔵野スイングホール 

  主  催：玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会  

代表 田畑 貞寿(千葉大学名誉教授) 
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【参考資料-2】 

1．武蔵野台地に刻まれた水と緑の回廊の保全・再生に関する要望書 

  (平成 27 年 12 月 10 日東京都知事提出分) 

 

2．関連団体活動の記録(要望書添付資料) 
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平成 27年 12 月 10 日 

 

1．玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ 

武蔵野台地に刻まれた水と緑の回廊の保全・再生に関する要望書 

  

 

 

東京都知事 舛添 要一 殿 

 

 

玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会代表  田

畑 貞壽 

                       （千葉大学

名誉教授） 

                            東京都武蔵野市関

前 1－2－27 

       

水循環都市東京シンポジウム総括実行委員長      

山田 正 

(中

央大学教授)  

                             東京都文京区春

日 1-13-27 

 

2014-2015 年度東京の水文化を守るフォーラム実行委員会 

天野 彰              

（国際ロータリー第 2750 地区公共イメージ（広報）委員長） 

                               東京都世田谷区

奥沢 1－26－6 

 

玉川上水ネット代表                  
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柴 俊男 

                             東京都立川市砂

川 3－14－8 

           

 

 

（事務局） 

玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会事務局長 

辻野五郎丸 

〒161－003 東京都新宿区下落合 2‐

13－11－201 

℡03－6908－2044  Fax03－6908-

2045 

e-mail tsujino@kk.iij4u.or.jp  

      

  

要望事項 

江戸から東京へと，玉川上水およびその分水網が育んできた自然・歴

史文化は「水都江戸」を象徴しまた，より風格と品格のあるこれからの

東京を育む貴重な自然・文化遺産です．これまでも，玉川上水・分水網

の自然・歴史・文化を守り育てるため，ロータリークラブ，ユネスコ協

会，自然保護団体，玉川上水ネットなど各種の市民団体が活発に活動し

てまいりました．また自治体も，平成 24 年（2012）9 月，玉川上水中流

域の七市区長が集まり，玉川上水サミットを開催．玉川上水を歴史的な

遺構として保全活用するため「玉川上水（中流域）宣言」を採択しまし

た． 

このような動きの中で，私たちは東京オリンピックを契機としてより

豊かな東京の形成を促すために，“武蔵野台地に刻まれた水と緑の回廊

の保全”“「水都江戸」に象徴される水循環都市東京を再生する”“東

京の水文化を守り次世代につなぐ”など自然環境の保全，水循環の再

生，水文化を守るなどの多様な視点からシンポジウムを開催し，その保

全と再生の重要性について提言してまいりました． 

mailto:tsujino@kk.iij4u.or.jp
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こうしたシンポジウムを通じて，多くの市民，有識者，経済人の方々

と東京オリンピックのレガシーとして“玉川上水・分水網の水と緑を再

評価し保全再生を促進すべき”との認識を共有することができました． 

また，このような保全と再生を促進するために，行政と有識者および

市民・経済人が協働した活動を柱に据え，世界遺産への認定および未来

遺産への登録および，健全な水循環の回復、緑地の保全など各種の施策

との連携を図り総合的に展開すべきとの考えに達しました． 

このためには，東京都をはじめとして国の関連機関，埼玉県，基礎自

治体および市民・有識者など玉川上水と分水網の管理運営にかかわる関

係者が一堂に会し，継続的に連絡・調整する場を設け早急に調査研究と

構想づくりに着手することが不可欠と考えます． 

多くの都民の心を一つにし，豊かな水と緑の文化に恵まれた東京を世

界にアピールする絶好の機会であり，特段のご高配をいただきたく要望

いたします． 

以上 
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2．関連団体活動の記録(要望書添付資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 年 10 月 

 

玉川上玉川上水水・分水網の保全再生連絡会 
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1．玉川上水・分水網を世界遺産・未来遺産へ準備会  

平成 27年 2月吉日 

第 1回玉川上水網未来遺産（世界遺産）プロジェクトシンポジウム開催について 

協力依頼 

            世話人代表 田畑 貞壽 （千葉大学名誉教授） 

世話人代表 邑上 守正 （武蔵野市長） 

世話人代表 中里 崇亮 (武蔵野ユネスコ協会長・玉川上水 

を守り育てる武蔵野市民の会代

表) 

 

私たちは、持続可能な東京の将来都市像を模索するとき，江戸から東京へと玉川上水とその分水網が

育んできた自然・歴史文化を守り，活用することはきわめて重要な課題であると考えています。現在，

玉川上水の自然・歴史・文化環境を守り育てるため，玉川上水ネットをはじめ，各市のユネスコ協会、

自然保護あるいは郷土史愛好家など各種の市民団体が活発に活動しています．また自治体も，2012（平

成 24）年 9月，玉川上水・中流域に関連する七市区長が集まり，玉川上水サミットを開催．玉川上水

を歴史的な遺構として保全活用するために「玉川上水（中流域）宣言」を採択しました． 

このような動きの中で，私たちは「玉川上水（中流域）宣言」を基調として，玉川上水幹川のみなら

ず分水網へと眼を広げ，地域全体の“水とみどりの保全・活用”を推進すべきと考えております． 

その第一歩として，重要文化的景観地域指定による保全・活用をめざし「江戸から東京へと受け継がれ

てきた“水と緑の回廊”玉川上水網」をテーマとしたシンポジウムの開催を企画いたしました． 

このシンポジウムを契機として，羽村堰から江戸城までの玉川上水と分水網域にかかわる市民・専門

家・基礎自治体・東京都・埼玉県及び関係する省庁などの管理運営にかかわる関係者が一堂に会し，継

続的に連絡・調整する場を設けたいと思っております．そして，ここから長期的に世界遺産（未来遺

産）への登録をめざします． 

趣旨をご理解の上，シンポジウムへのご参加ご協力を切にお願い申し上げる次第です． 

 

 

 

 

玉川上水の概要 
1653（承応 2）年玉川上水開削 

1655（明暦元）年野火止用水開削 

以降 1775（安永 4）年にかけ分水開削 

1737（元文 2）年 小金井桜植樹  

1869（明治元）年 東京府に移管 

1924（大正 13）年 小金井桜国名勝指定 

1986（昭和 61）玉川上水清流復活 

2003（平成⒖）年玉川上水約 43 ㎞の内 

開水路区間（約 30 ㎞）国史跡指定 
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(1) 準備会趣旨書 

(2)第 1回シンポジウムパンフレット  
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(3) 準備会活動方針（第 1回シンポジウム採択） 

「玉 川 上 水 網 ・分 水 網 を世 界 遺 産 ・未 来 遺産 へ」活 動 方 針  

平 成 27年 5月 29日    

玉 川 上 水 網 ‣分 水 網 を 世 界 遺 産 ・ 未 来 遺 産 へ 準 備 会  

第 1回 シ ン ポ ジ ウ ム 賛 同 者 一 同  

  

こ れ か ら の 持 続 可 能 な 東 京 の 都 市 像 を 模 索 す る と き ，私 た ち は 江 戸 か

ら 東 京 へ と 玉 川 上 水 と そ の 分 水 網 が 育 ん で き た 自 然・歴 史 文 化 を 守 り ，

活 用 す る こ と は き わ め て 重 要 な 課 題 で あ る と 考 え て い ま す ．  

 現 在 ， 玉 川 上 水 の 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 環 境 を 守 り 育 て る た め ， 玉 川

上 水 ネ ッ ト を は じ め ， 各 市 区 の ユ ネ ス コ 協 会 、 自 然 保 護 あ る い は 郷

土 史 愛 好 家 な ど 各 種 の 市 民 団 体 が 活 発 に 活 動 し て い ま す ． ま た ， 自

治 体 も 平 成 24年 （ 201 2） 9月 に 玉 川 上 水 ・ 中 流 域 に 関 連 す る 七 市 区 長

が 集 ま り ， 玉 川 上 水 サ ミ ッ ト を 開 催 し ， 玉 川 上 水 を 歴 史 的 な 遺 構 と

し て 保 全 活 用 す る た め に 「 玉 川 上 水 （ 中 流 域 ） 宣 言 」 を 採 択 し ま し

た ．  

 こ の よ う な 動 き の 中 で ， 私 た ち は 「 玉 川 上 水 （ 中 流 域 ） 宣 言 」 を

基 調 と し て ， 玉 川 上 水 の み な ら ず 分 水 網 へ と 眼 を 広 げ ， 地 域 全 体 に

広 が る “ 水 と 緑 の 回 廊 ” と も 呼 ぶ べ き 豊 か な 自 然 ・ 歴 史 文 化 資 産 の

再 生 ・ 保 全 活 用 す べ き と 考 え て い ま す 。 こ の た め 、 次 の よ う な 活 動

を 提 案 し ま す ．  

一 ， 私 た ち は ， こ れ ま で の 玉 川 上 水 ・ 分 水 網 に か か わ る 多 く の  

調 査 ・ 研 究 を も と に ， さ ら に 先 人 の 知 恵 を 発 掘 し な が ら ， 玉 川 上

水 ・ 分 水 網 が 育 ん で き た 自 然 ・ 歴 史 文 化 の 啓 発 を す す め ， 共 有 化

に 努 め ま す ．  

一 ， 地 域 ご と に 玉 川 上 水 ・ 分 水 網 が 育 ん で き た 特 徴 的 な 自 然 ・  

歴 史 文 化 を 再 評 価 し ， 長 期 的 な 視 野 に も と づ い た 保 全 と 活 用 を 促

し ま す ．  

一 ， 地 域 的 に 広 が る 玉 川 上 水 ・ 分 水 網 を 一 体 的 に と ら え る た め  

に は ， 関 連 す る 国 ・ 東 京 都 ・ 埼 玉 県 お よ び ， 自 治 体 の 連 携 が 不 可

欠 と な り ま す ． こ の た め に ， 関 係 者 が 一 堂 に 会 し ， 継 続 的 に 連 絡
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調 整 を 図 る と と も に 活 動 を 促 進 す る た め の 場 の 設 置 を 提 案 し ま

す ．  

一 ， 多 く の 関 係 機 関 ， 市 民 ・ 研 究 者 な ど の 連 携 ・ 協 働 の も と ， 重 要

文 化 的 景 観 地 域 指 定 に よ る 保 全 ・ 活 用 か ら ， さ ら に 長 期 的 に 未

来 遺 産 認 定 ， 世 界 遺 産 へ の 登 録 を 目 指 し ま す ．    

 以 上  

(4)準備会賛同者名簿 

（学校・研究機関関係） 

青山 傄（明治大学大学院教授）奥山 文弥（東京海洋大客員教授）小堀 洋美（東京

都市大学教授）大野 暁彦（中大大学助教）大江 宏（武蔵野市環境市民会議副会長）

亀山 章（日本自然保護協会理事長）小泉 武栄（東京学芸大学名誉教授）斎藤 潮（東

京工業大教授）進士 五十八（東京農業大学名誉教授）鈴木 信夫（昭和女子大客員教

授）高橋 裕（東京大学名誉教授）田畑 貞寿（千葉大学名誉教授）谷下 雅義（中央

大学教授）土屋 十圀（前橋工科大名誉教授）辻野 五郎丸（中央大学兼任講師）寺西 

俊一（一橋大学教授）戸沼 幸市（一般財団法人日本開発構想研究所代表理事）西村 幸

夫（東京大学大学院教授）西尾 勝（東京大学名誉教授）本中 眞（文化庁世界遺産ア

ドバイザー）吉田 正人（IUCN JAPAN 代表）渡部 一二（多摩美術大学名誉教授） 

（公益法人関係：代表者）  

赤松 清（武蔵野ユネスコ協会）朝倉 洋子（杉並ユネスコ協会）新居 尊夫（公益財

団法人ニッセイ緑の財団）阿部 和彦（一般財団法人日本開発構想研究所）糸長 浩司

（NPO 法人エコロジー・アーキスケープ）梅田 彰（NPO 法人武蔵野自然塾）上山 昭

治（東京武蔵野中央ロータリークラブ）北澤 哲弥（NPO 法人生態工房）小森 岳史（一

般財団法人武蔵野市開発公社）西本 定保（公益財団法人とうきゅう環境財団）西村 弘

（小平ユネスコ協会）松田 芳夫（公益社団法人日本河川協会）水野 憲一（環境テレ

ビトラスト） 

（市民団体：代表者・個人） 

秋本 光雄（武蔵野史談会）秋元渋柿（江戸東京下町文化研究会）小坂克信（玉川上水

と分水の会）梶山公子（渋谷川の水と緑の会）村越 信行（武蔵野市環境市民会議）中

里崇亮（玉川上水を守り育てる武蔵野市民の会）柴俊男（玉川上水ネット） 

秋山 寛 安藤 伸良（自然観察指導員）梅本 豊 小口 健蔵 小宮 輝之（上野動

物園元園長）開発 法子 笠原 篤 北原 恒一 酒井 輝雄 須磨 佳津（江フリー

ア ナ ウ ン サ ー ） 鍔 山  英 次 （ 日 本 写 真 家 協 会 ）                       

(敬称略アイウエオ順) 
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（5）準備会役員名簿 

  代表         田畑 貞壽（千葉大学名誉教授） 

  副代表        中里 崇亮（玉川上水を守り育てる武蔵野市民の会・延命

寺住職） 

  事務局長       辻野 五郎丸（玉川上水域研究会代表 中央大学兼任講師） 

  役員         谷下 雅義（玉川上水域研究会 中央大学教授） 

             河原 雅子（玉川上水を守り育てる武蔵野市民の会） 

大野 曉彦（玉川上水域研究会 中央大学助教） 

鈴木 利博（学び舎江戸東京ユネスコクラブ） 

鈴木佳与子（玉川上水を守り育てる武蔵野市民の会） 

監査         酒井 輝男（玉川上水・公園研究会世話人） 

安藤 伸良（自然観察指導員） 
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・
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大
学
教
授

)
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(
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子

)（
か
わ
ら
版
指
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・

(N
PO
 「

と
し
ま
の
記
憶
」
を
つ
な
ぐ
会
副
代
表
理
事
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3．大学連携リレー 水循環都市東京シンポジウム実行委員会 

（1）シンポジウム全体プログラム 
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（2）水循環都市東京宣言 

「水循環都市東京宣言」(20150804) 

 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会を契機とし、水都東京にふさわしい健全

な水循環を維持、または回復して、世界一の水循環都市東京を実現したいと考える。 

 水循環都市とは、大地で雨を受けとめ、生命を育む森を守り、常に人々の暮らしとともに

ある水環境を未来世代へよりよく引き継げるように不断の努力を続ける都市である。 

  

そのため、東京においては、以下の視点を大切にして水循環が再生されなければならない。 

一、 自然の力を生かした水循環の再構築 

二、 歴史的な資産の活用 

三、 身近な水循環の復活 

  

そして私たちは、民・産・学・官が協力し、後世に誇れる新しい歴史資産を形成するととも

に国際貢献にも資するよう、以下の具体策が実現されることを目指したい。 

 

１．玉川上水に河川水を流し、その機能を復活させる。そのため、源流域の森林を適正に管

理するとともに、荒川の上流から多摩川への自然流下などを多面的に検討し、実現する。 

２．復活された玉川上水からのきれいな水の流れを利用し、水都東京への更新を促進する。 

イ．江戸城外濠を浄化し、歴史的景観の中で水とふれあえ憩える空間として再生する。 

ロ．日本国道路元標のある日本橋と日本橋川の歴史的景観と美しさを再生し、世界に誇れ、

品格のある水辺空間として整備する。 

ハ．江戸城外濠を構成していた汐留川の面影が感じられるように都市水路を整備し、その一

貫として新虎通りにせせらぎ水路を象徴的に整備する。 

ニ．水環境が改善される神田川下流域において、まちづくりと一体となった治水対策を講じ

る。 

ホ．玉川上水は、渋谷川の源流の一つであり、新国立競技場の敷地内を流れていた。前東京

大会で暗渠となったが、渋谷川を開渠（せせらぎ水路）として復活させる。 

へ．玉川上水分水網に水を流し、下流の小川を再生する。 

３．ゲリラ豪雨対策として都市雨水処理施設の整備を急ぐとともに、河川・下水道一体の実

時間観測・浸水予測情報を人々に提供する最新鋭の仕組みの開発を推進する。 

４．緊急時における河川水利用規則も含め、首都直下型地震等の際の延焼拡大防止、生活・

復興用水確保に資する水循環システムを構築する。 

５．日本の水循環インフラとそのシステムは、海外インフラビジネスにおいても国際貢献の

一翼を担う重要な分野である。産学官が連携して、訪日者に模範となる施設やシステムを紹

介するとともに、海外に適用・展開できるよう研究開発や仕組みづくりを行う。 
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６．水都東京にふさわしい歴史・文化・伝統の振興を図り、世界の人々にも披露する。 

７．日本の土木遺産や建築遺産は、世界に紹介されるべき歴史資産である。その象徴として、

玉川上水などの歴史資産が世界遺産になる努力と準備を行う。 

８．河川や運河の耐震化や海面上昇対策を急ぐとともに、舟運で周遊できるよう施設を改良

する。非常時の円滑な機能を実現するため、防災船着場を常日頃から開放する。 

  

以上の視点と具体策が、東京都が作成する水マスタープランや、「水循環基本計画」に基

づいた東京に関係する流域水循環計画に位置づけられ、関係者が協力して行動を起こすこ

とを期待する。 

 水の歴史とともに歩んできた東京を、美しく再生して後世に引き継ぐことが、私たちに課

せられた使命であるから。 

 

平成２７年８月４日 

水循環都市東京シンポジウム実行委員代表一同 

 

（2）実行委員代表者名簿 

   中央大学教授    山田 正（総括実行委員長） 

   法政大学教授    陣内 秀信（実行委員長） 

   日本大学教授    天野 光一（実行委員長） 

   東京理科大学教授  宇野 求（実行委員長） 

   東京大学教授    沖 大幹（実行委員長） 

   日本大学非常勤講師 細見 寛（事務局） 

   法政大学兼任講師  神谷 博（事務局） 

   中央大学専任研究員 寺井しおり（事務局） 
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年 月 日 活　動　内　容 場　　　所

平成２５年 ５月
２８日
～６/
２日

 「祝・玉川上水開削３６０年」－未来に残すものー
展示：「玉川上水の過去と現在」　　２，０５１名入場

新宿御苑「インフォメー
ションセンター」・１階

６月 １日
シンポジュウム：「歴史的価値と環境の豊かさを求めて」
パネリスト：進士五十八氏、高野丈氏、眞下祥幸氏。
１００名参加

新宿御苑「インフォメー
ションセンター」・２階

６月 １日 「玉川上水」水質調査

６月 １３日
「都道３・２・８府中所沢線が史跡玉川上水に及ぼす影
響についての緊急要望」東京都知事あてに提出

６月 ２９日 平成２５年度　総会 こんぴら橋会館

７月 ７日
 「玉川上水開削３６０年記念リレーウォーク」
第１回：羽村駅前～拝島駅前　２８名参加

担当：玉川上水通歩道
を考える会

９月 ８日
第２回：拝島駅前～玉川上水駅前（雨天のため「こ
んぴら橋」まで）　４９名参加

担当：玉川上水通歩道
を考える会

１１
月

２日 第３回：玉川上水駅前～小平中央公園　６９名参加
担当：小平ユネスコ協
会・学び舎ユネスコ・庄
司さん

平成２６
年

２月 ２３日 第４回：小平中央公園～小金井公園　４９名参加
担当：小平ユネスコ協
会・学び舎ユネスコ・庄
司さん

３月 １２日 「史跡玉川上水の保全に関する要望書」文化庁へ持参

平成２５年度　活　動　報　告

玉川上水ネット

運営委員会 第１７回運営委員会2013.4/4、　第１８回4/18、　第１９回5/9、　第２０回6/20、　第２１回
7/25、　第２２回8/22、　第２３回10/10、　第２４回12/12、　第２５回2014.1/23、　第２６回
2/13、
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年 月 日 曜 活　動　内　容 備　考

平成２６年 ４月 １３日 日
 「玉川上水開削３６０年記念リレーウォーク」
第５回：小金井公園～玉川上水　39名参加

担当：小金井公園桜守の
会

５月 １１日 日 第６回：都立井の頭恩賜公園　36名参加
担当：井の頭バードリサー
チ

６月 ８日 日 「玉川上水」水質調査（立川～三鷹） 16か所調査

６月 １５日 日 第７回：都立小金井公園～三鷹駅南口　４０名参加
担当：三鷹環境市民連・
武蔵野市有志

7月 １２日 日 平成２６年度　「玉川上水ネット」総会 国分寺労政会館

９月 １５日 日 第８回：三鷹駅南口～浅間橋跡　５４名参加
担当：三鷹環境市民連・
武蔵野市有志・玉川上水
すぎなみの会

１０月 １９日 日 第９回：浅間橋跡～笹塚駅前　３３名参加 担当：世田谷環境学習会

１１月 １６日 日 第１０回：笹塚駅前～四谷大木戸跡　４９名参加
担当：ＮＰＯ法人新宿環
境活動ネット

１２月 ２３日 火 第１１回：江戸城と玉川上水　５５名参加
担当：ＮＰＯ法人新宿環
境活動ネット

平成２７年 ２月 7日 土 「江戸東京三川巡り」事前学習会　１５名参加
小金井市前原暫定集会
施設

２月 １５日 日
第１２回：江戸市中の玉川上水、四谷大木戸～半蔵
門　４２名参加

担当：ＮＰＯ法人新宿環
境活動ネット

３月 １５日 日 江戸東京三川めぐり　４６名参加 担当：黒木・加藤

平成２６年度　活　動　報　告

玉川上水ネット

運営委員会 運営委員会　第１回2014.4/10、　第２回5/22、　第３回6/17、　第４回8/22、　第５回9/18、　第６回
10/24、　第７回12/5、　第８回2015.1/26、　第９回2/26
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（3）シンポジウムの開催（2013 年 5月 28 日）
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